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今年、2019年は関西学院にとってさまざまな意味で周年記念の

節目の年に当たっています。いま一度、2019年に焦点を合わ

せて関西学院の歴史を簡単に見てみましょう。

　まず、初代院長ランバス博士によって関西学院が神戸原田の森に

創設されたのが1889年であり、今年は創立130周年に当たります。ま

た、ベーツ初代学長の尽力により本学が上ケ原に移転し大学に昇格

したのが1929年であり、上ケ原移転・大学開設90周年に当たります。

　また、1960年代の大学紛争の最中「関西学院大学改革に関する

学長代行提案」が出され紛争の終結がなされたのが1969年5月であ

り、いわば、大学紛争終結50周年と言えます。実は、わが国の4年制大

学への進学率が15％を超えて大学教育がエリート段階からマス段階

に入ったのが1969年です。この関係で言いますと、4年制大学への進

学率が50％を超えていわゆるユニバーサル段階に入ったのが2009年

です。また、2009年は聖和大学との合併によって西宮聖和キャンパス

が開設された年であり、今年は、日本の4年制大学がユニバーサル段

階への移行、西宮聖和キャンパス開設10周年の年に当たっています。

　少しだけ現在と未来について考えてみましょう。今年、2019年は、将

来構想 Kwansei Grand Challenge 2039 が実施計画段階に入っ

た年であり、さらに、神戸三田キャンパスの再編を決定した年でもありま

す。※2021年に神戸三田キャンパスは、総合政策学部、理学部、工学

部、生命環境学部、建築学部の5つの学部に再編されます。2021年

は総合政策学部が新たな四半世紀に入る年であり、理学部開設60

周年の年に当たります。

　2019年が関西学院の新たな発展の出発点となる記念すべき年に

なることを心から念願します。

記念すべき年

学長のポケット
学長・村田 治

1 学長のポケット

2 特集 世界市民を育む、学びがある。
院長とたどる！
関西学院130年の歴史

11 ひと人ひと

13 Research & Research
教育学部 原田 大介 准教授

15 Go Global！
荻野 友里さん（国際学部3年生）
My favorite KG
チャ ジー ウィー（バネッサ）さん 

（ニュージーランド）

17 Moment

19 TALK DEEP
～防災の継続と定着を考える～

25 KG CLUB
文化総部 マンドリンクラブ

27 学院通信
関学カプセル
KGグルメ

31 数字でみる関学
新書・文庫 貸し出しランキング

32 世界の街角から
ドイツ 入山 竜之介さん

33 Libraring
「Books on Japan」コーナーを
リニューアルしました！

34 聖書に聞く
院長 舟木 讓

※ 2021年4月に理学部と工学部、生命環境学部、建築学部を新設します。
新設の学部の名称は仮称です。学部の名称や概要等は予定であり、今後、変更になる場合があります。設置構想中
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院長とたどる！
関西学院130年の歴史
2019年9月28日、関西学院は創立130年を迎えました。今では8キャンパスに2
万9,000人超の在校生を擁する総合学園となりましたが、始まりは教師5人と生徒
19人の小さな学校でした。関西学院はいかにして誕生し、どのような歴史を重ねてき
たのでしょうか。そして、目指すべき姿とは。舟木讓院長と共に歩みをたどりました。

特集

ブランチ・メモリアル・チャペル
関西学院が初めて建築した、独立した
形の礼拝堂。初期の建築物として唯一、
創立の地・原田の森キャンパス（神戸市
灘区）に現存しています。神戸大空襲で
屋根が抜け落ちて以降そのままになって
いましたが、1993年、耐震化を兼ねて
修復。設計図が残っていないため昔の
写真を参考に尖塔部分も完全に復元さ
れ、結果的に阪神・淡路大震災にも耐え
ることができました。現在は神戸文学館
となっています。

神戸文学館となった現在の姿

1904年当時のブランチ・メモリアル・チャペル

関西学院の創立者で初代院長と
なるW.R.ランバス先生が所属する
アメリカ・南メソヂスト監督教会は
1888年9月、神戸の地に男子校を
つくることを決定しました。
しかし、手元にお金があったわけで
はありません。ランバス先生はまず
香港上海銀行神戸支店から無担
保で2,000円の貸し付けを受け、こ
こ原田の森に1万円で校地を購入。
翌年、銀行家トーマス・ブランチさん
らの献金により支払いを完了しま
す。開校を決めてから、1889年9月
の関西学院の誕生まで、わずか1年
余り。その実行力には驚かされます。
資金のあてもない中、キリスト教への
あつい祈りと信仰の下に設立された
ことは、関西学院の大きな特徴です。
上ケ原に移転するまで約40年間、
キャンパスを置いた原田の森。関西
学院の歴史は、ここを原点に紡がれ
ていくのです。

キャンパスツアーで
高校生や保護者を
案内しているので、
西宮上ケ原キャン
パスのことはある程
度分かります。でも、
創立当初について
はあまり知りません
し、もちろん原田の
森も初めて。実は神
戸に来たのが生ま
れて2回目なんです。

県外から関西学院
大学に入り、今は
兵庫県に住んでい
ますが、来たことが
ありませんでした。こ
のチャペルでかつて
礼拝が行われてい
たのですね。名前は、
資金援助をしてくれ
たというトーマスさん
にちなんで付けられ
たのでしょうか。

舟
ふな

木
き

 讓
じょう

第17代関西学院院長
経済学部教授（宗教主事）

世界市民を育む、
学びがある。

院長が案内
発祥の地へGO！

広報室公認高校生向けTwitter「これ
が関学」（@kwitter_gahara）のメン
バー。オープンキャンパスの運営に携
わる「KG CLUB」でも活動している。

神
かん

原
ばら

 基
もと

透
ゆき

さん

社会学部3年生

中学、高校とキリスト教
主義の学校に通い、奏
楽を担当。大学でも1年
生からチャペルオルガニ
ストをしている。

千
ち

葉
ば

 由
ゆ

紀
き

恵
え

さん

教育学部3年生

「これが関学」
↓

西宮上ケ原
キャンパス

西宮聖和
キャンパス

神戸三田
キャンパス

「これも関学」
↓

「これぞ関学」
↓
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LEGACY6

新神戸

王子公園

ポート
アイランドポートターミナル

三ノ宮

神戸
三宮

阪神高速3号神戸線

国道2号

阪急神戸線

ＪＲ神戸線

ハーバーハイウェイ

神
戸
で
出
合
う

関
西
学
院
の
足
跡
。

A旧居留地47番
1886年7月、ランバスの両
親や妹たちが前任地の中国
から神戸に到着し、神戸外
国人居留地のこの場所に
住みました。11月には、ラン
バスが南メソヂスト監督教会
日本伝道総理として一家4
人で来日し同居。ここから、広
く西日本へのキリスト教伝道
および教育活動をスタートし
ました。現在の大丸神戸店
の東側で、跡地には日本毛
織株式会社のビルが立って
います。

創立125周年を記念して関西学院が作成したプレートも

ランバス先生は着任2日後には建物の
2階に読書館を設け、夜間、英語や西洋
の学問を学ぶ場として開放しました。現
在の関西学院の形は、この一般の家で
の小さな活動から始まりました。
さらに翌年には、活動に賛同したミズーリ
州のパルモア牧師から毎年100㌦の資
金援助とたくさんの書籍の提供がなされ
たことで、読書館を「パルモア学院」と命
名、昼間学校を開設しました。

こんな街の真ん中
のおしゃれな場所に、
関西学院の名残が
あることに驚きます。

ここを始まりに、ラン
バス院長をはじめ多く
の人の強い思い、祈
りがつながって今の
関西学院や私たちが
あるのですね。

関西学院のレガシー6

123 大学院1号館前の石門ハミル館東京庵

上ケ原に移転後、原田の森に残された正門は、
神戸市の都市計画路線の工事実施に当たっ
て取り壊される予定でした。しかし、同窓生たち
の献金によって1930年に高等商業学部の門
として移設され、現在も現役で活躍しています。
当時の姿は、27㌻「関学カプセル」で。

関西学院に現存する校舎では最古の建築物。
原田の森キャンパス時代の1918年に建てられ、
唯一、上ケ原に移築されました。日曜学校教師養
成所として開設され、23年には2階に心理学研
究室が設置されて日本私学初の心理学実験室
が誕生。2003年に改修され、今も総合心理科
学科の心理科学研究室として使用されています。

「トンキンアン」や「トンキン」の愛称で親しまれ、
学生会館新館1階でボリューム満点の定食を
リーズナブルに提供する体育会の学生を中心
に人気の店。もともとは原田の森キャンパスの近
くに店舗を構え、学生の胃袋を満たしてきました。
上ケ原移転に伴い一緒に移ってきたという、関
西学院とともに歴史を刻むありがたいお店です。

パルモア病院の向か
い側あたりに、読書館
から発展したパルモア
学院が立っていました。
現在はJR神戸駅近く
に移転しています。

★

★
B

A

C

元町
旧居留地47番

パルモア学院
跡地

神戸栄光教会

原田の森
キャンパス
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特集 世界市民を育む、
学びがある。 B神戸栄光教会

1886年、ランバスが日本で
初めてつくった教会で、自
身が初代牧師を務めました。
当時は「南美以教会」とい
う名称で神戸外国人居留
地47番にあり、1923年に
現在地へ。95年の阪神・淡
路大震災で全壊しましたが、
2004年、新たな赤れんがの
会堂が再建されました。

C�原田の森 
キャンパス

関西学院発祥の地。かつて
は緑の芝生の中に赤れん
がの校舎が点在する美しい
キャンパスが広がっていまし
た。跡地には現在、神戸市
立王子動物園や横尾忠則
現代美術館などがあります。

ランバス先生が帰国すると、父親のJ.W.ラ
ンバス氏が2代牧師になりました。関西学
院中学部（旧制中学）出身で医師として
活躍された日野原重明先生のお父さんも、
こちらの教会の牧師を務められ、その時代
に赤れんがの会堂が建てられました。

礼拝堂は正面にバラ窓があり、そこから差し込む
光が堂内を照らしました。原田の森での一日は
礼拝から始まり、当初は宣教師が、その後は生徒
がオルガンを弾いたそうです。チャペルオルガニス
トは創立当初から変わらぬ重要な役割なのです。

社会人の先輩と話す 
と、「“Mastery for 
S e r v i c e ”の精神を
今も大事にしている」
と皆さん言われ、昔か
ら今まで、関西学院
に関わる一人ひとりが
スクールモットーの精
神をつないでいるんだ
なと感じます。私もそ
の一員でありたいです。
キャンパスツアーで説
明するための引き出し
が、今日一日で随分
増えました！

チャペルオルガニストと
して、関西学院の根幹
ともいえる祈りの時に
携われることに誇りと責
任を感じます。参加者が
心を一つにし、またそれ
ぞれが心落ち着ける時
間になるよう奏楽したい
です。そして、関西学院
をつくり上げてきた人た
ちの思い、祈りを周りの
仲間や次の世代のオル
ガニストに伝えていけれ
ばと思います。

立派なパイプ
オルガンです
ね。一度弾い
てみたいです。

456 旧院長室石製エンブレムの破片時計台前のヒマラヤ杉

西宮上ケ原キャンパス開設時、C.J.L.ベーツ第
4代院長の執務室として総務館2階に設けられ、
山内一郎第13代院長まで10人に使用されま
した。ベーツ院長が描いた水彩画、愛用のデス
クなどが配され、西の窓からは、甲山を背景に時
計台と中央芝生、行き交う学生たちという、歴
代院長が眺めたであろう景色が広がります。

太平洋戦争下、時計台に掲げられていたエンブ
レムが取り壊されました。作業を見ていた商経
学部の学生は、その破片を二つ、洗濯物に包み
リュックに忍ばせて故郷の鳥取に持ち帰りまし
た。1989年に遺族から返還され、戦争を繰り返
さず、学問への弾圧を許さない決意の品として
学院史編纂室に保管されています。

大学紛争の嵐の中、関西学院のシンボルとも
いうべきヒマラヤ杉が全学共闘会議派の学生
に切り倒されました。3年ぶりに卒業式が執り行
われた1970年3月28日、小寺武四郎学長と卒
業生は切られた木の跡に再びヒマラヤ杉を植
樹。時計台を背景にすくすくと成長し、緑美しい
姿で学生たちを見守っています。

フランスの
ケルン社製で、
程よい響きと
優しい音色が

特長！

吉岡美國第2代院長による「敬神愛人」、ランバス院長や
C.J.L.ベーツ第4代院長のサインなどが刻まれた石碑が立つ
一角。創立記念日などに教職員が集まり、礼拝を行っていた時
代もあったそう

Twitter「これが
関学」掲載用に
一枚！皆さん、ぜ
ひ見てくださいね。

石塀には、関西学院発祥の地であることを示す文字

教会内を案内してくださった神戸栄光教会牧師の野田和人さんと
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私
塾
か
ら
総
合
学
園
へ
、

幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え

建
学
の
精
神
を
つ
な
ぐ
。

1886
米国・南メソヂスト監督教会が
日本伝道を開始

（ランバス一家が来日）

1889
神戸市東郊原田の森に
W.R.ランバスが
関西学院（神学部、普通学部）を創立

1900
最初の校歌
“Old Kwansei”が誕生

1904
スクールカラー（赤白）を制定

1908
神学部が
専門学校令による
認可を受け、
私立関西学院神学校に

グリークラブ
英語会（英語研究部E.S.S.の前身）で四部合唱に
よる“Old Kwansei”が披露される前年の1899年、
日本最古の男声合唱団が誕生。吉岡美國第2代
院長により「関西学院グリークラブ」と名付けられまし
た。グリークラブには、後に校歌を作曲した山田耕筰
さんも所属していました。

1894
校章クレセントを制定
生徒が「弦月・三日月」を、
教師が「K.G.」の文字を提
案。三日月の中に文字を
入れたデザインが考案され
ました。月が太陽の光を受
けて輝くように、私たちも神
の恵みを受けて自らを輝か
せ続ける存在であり、新月
がやがて満月になるように、
日々進歩と成長の過程に
あることを意味しています。

校名「関西学院」
ランバス院長と吉岡美國第2代院長が相談して命名。「関」は箱根の関所を表し、その西に
ある関西として、「西日本の指導者ともなる」との意味が込められています。また、当時のミッ
ションスクールの名称は「○○英和（女）学校」が一般的でしたが、その伝統を破り「学院」と
いう斬新な言葉に。“Kwansei”の読み方はランバス先生が積極的に主張、「クワンセイ」とい
う発音は英語教師である吉岡先生が表記通りの発音にこだわったことがうかがえます。

今年で
120周年を
迎えました！

1900

1890

院
長
が
解
説
　
山
あ
り
谷
あ
り
の
1
3
0
年

関西学院創立者
W.R.ランバス

関西学院の最初の校舎

旧制中学部校旗

W.R.ランバスと
その家族

原田の森キャンパス時代の
関西学院全景（1917年）
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

1910
カナダ・メソヂスト教会が
学院経営に参加

1912
高等学部（文科、商科）開設
C.J.L.ベーツが高等学部のモットー
“Mastery for Service”を提唱

1915
普通科（部）を
中学部に改称認可

1921
高等学部が
文学部と高等商業学部に

1929
上ケ原にキャンパス移転

キャンパス移転と大学昇格
1918年の新大学令により、国に任せられていた高等
教育が地方自治体や私立学校にも認められると、関西
学院でも大学昇格運動が活発化しました。しかし、高等
教育機関になるには60万円の供託金が必要で、資金
調達に行き詰まり中断。同じ頃、手狭になった原田の
森キャンパスの移転話が浮上し、これが打開策となりま
した。結局、阪神急行電鉄（現阪急阪神ホールディン
グス株式会社）から沿線の上ケ原の土地7万坪を55
万円で購入し、代わりに原田の森の校地2万6,700坪
を320万円で譲渡して差益を供託金や校舎建築等に
充てることに。新キャンパス移転完了後の31年1月に
はベーツ第4代院長が渡米、経営母体の米国とカナダ
の連合教育委員会にも大学昇格が承認されました。

18 99 年、公的教育機関における宗教教育を禁じる文部省（現文部科学
省）訓令第12号が発布されます。これは、聖書と礼拝を放棄しなければ、

徴兵猶予や卒業生に対する上級学校への入学資格などの特典を与えないというも
のでした。他校が神学校を閉じるなど教育内容の転換を図る中、吉岡美國第2代院
長は「聖書と礼拝なくして学院なし。特典便宜何ものぞ。」という名言とともにキリス
ト教主義を貫かれます。しかし、特典がなくなると入学者が激減し、卒業の前年に転
校する生徒も増え、1909年にはとうとう卒業生ゼロという存続の危機に瀕しました。
　東京方面で活動するカナダ・メソヂスト教会に事態を相談したところ、訓令により
東京の牧師養成機関を失った同教会が経営参加することに。これを機に、関西学
院の性格が大きく変わります。私塾を脱し、キリスト教主義教育により社会で活躍す
るビジネスパーソンを育成するという目的が一層明確になり、その使命を担って来ら
れたのが後の第4代院長・初代学長C.J.L.ベーツ先生でした。

今年は
キャンパス移転

90周年！

関西学院

第一の危機！

1910

19201930

1932
関西学院大学（予科）
開設

1934
大学法文学部、
商経学部を開設

1935
高等商業学校を設立

1933
校歌「空の翼」を発表
中学部出身の山田耕筰さんが作曲を無料で引き受け、作詞
者には友人で詩人の北原白秋さんを推薦しました。この年の
6月27日、関西学院を訪れた二人は盛大な歓迎を受け、作詞
のためキャンパスを歩く北原白秋さんの目にとまったのが4年
前に植えられたポプラの木でした。9月18日に中央講堂で新
校歌「空の翼」が発表され、山田耕筰さん自ら歌唱指導をしま
した。歌詞には「ポプラは羽ばたく」という一節がありました。

文部省訓令第12号にも
キリスト教主義を貫き生徒が激減

第4代院長・
初代学長

C.J.L.ベーツ

ベーツ院長自筆の校訓新校歌「空の翼」発表会（1933年9月18日）。
中央は山田耕筰さん

甲山を背景に時計台と正門（1934年）
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1940

1950

1960

アメリカやカナダの教会と関係が深く、キリスト教主義教
育を建学の精神とする関西学院にとっては厳しい時代

でした。時計台からも、中央講堂のステージからも“Mastery 
for Service”の文字が姿を消しました。「空の翼」も歌詞に
“Mastery for Service”と入っているため歌えなくなり、山
田耕筰さん作曲、関西学院出身で牧師の由木康さん作詞の

「緑濃き甲山（かぶと）」という日本語のみの校歌が生まれまし
た。また、1940年にはベーツ第4代院長が辞任され、翌年3月
末までに全宣教師が関西学院を去って本国に帰られます。学
生会は解散して報国団となり、校舎の一部は海軍に貸与、43
年には神学部が閉鎖され日本西部神学校に吸収されました。

関西学院

第二の危機！

1946
大学が文学部、
法学部、経済学部の
3学部に

1947
新制中学部を開設

1948
新学制により、
大学（文学部、法学部、経済学部）、
高等部を開設

1950
公選制による最初の院長選挙
専門学校を短期大学に改組
大学院を開設

1951
商学部を
開設

1952
文学部神学科から
神学部が分離独立
短期大学応用化学科を廃止

1957
短期大学最後の卒業式

1960
社会学部を
開設

1938
戦時体制下、
文部省による統制（～45年）

関西学院報国団結団式／学生会解散宣言（1941年）

第2次世界大戦により
宣教師全員が帰国し神学部も閉鎖
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

1978
第1回総合関関戦を開催
関西大学との試合は「関関戦」と呼ばれ、各競技
において実施されてきました。それを統一して行おう
と1978年11月29、30の両日、関西大学で第1回
を開催し、関西学院大学の8勝15敗3分けという
結果に。麻疹で中止となった2007年を除き、毎年
続けられています。

19701980

2019年の今年は
17勝17敗3分けで、
史上初の引き分けに

関 西学院における紛争のきっかけは学費値上げでした。1968年12
月、全学共闘会議（全共闘）が学費値上げの白紙撤回など6項目

の要求を院長に提出し、その後の対話が不調に終わると全学封鎖状態に
なりました。院長、学長は辞任し、69年3月に学長代行に就任した小寺武
四郎・経済学部教授は、自宅待機中の全ての学生、教職員に「廃校か否
か」のアンケートを行います。回収総数6,825人のうち、廃校92人、大多
数が存続、再生を望むという回答を基に5月、「関西学院大学改革に関す
る学長代行提案」を発表。約1カ月後に開かれた改革結集集会において、
満場の拍手をもって支持されました。
　この3度目の危機では、大学の在り方そのものが問われました。関西学
院の根幹であるキリスト教主義をも含め真摯に検証した内容が小寺学長
代行提案で、ほとんどの構成員が了解したことで新たな歩みが始まりました。
学生、教員、職員と役割の違いはあっても、一人ひとりの尊厳が大切にされ、
人格的な交わりの中で組織を構成していく。それを体現しているのが関西
学院であり協同社会なのだということが再確認されたといえます。

関西学院

第三の危機！

1961
理学部（物理学科、化学科）を開設

1967-69
大学紛争

1989
創立100周年

大学紛争中、ゲバラの肖像が
掲げられた時計台

王子陸上競技場で開催された改革結集集会（1969年6月9日）

学費値上げに端を発した大学紛争
全学封鎖により休校へ
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2000
K.G.ハブスクエア大阪

（現大阪梅田キャンパス）を開設

2001
言語コミュニケーション文化研究科を開設
理学部が神戸三田キャンパスに移転

2002
理学部を理工学部に
名称変更

2004
専門職大学院司法研究科

（ロースクール）を開設

2005
専門職大学院
経営戦略研究科を
開設

2007
東京丸の内
キャンパスを開設

2010
学校法人
千里国際学園と合併
国際学部を開設

2008
人間福祉学部を開設
初等部を開設
聖和大学との合併認可
聖和大学との法人合併は2006年6月から検討が始ま
り、08年12月24日付で認可され、翌年4月に教育学
部が開設されました。合併のきっかけは、聖和大学の前
身の一つであるランバス記念伝道女学校がランバス
院長の母、M.I.ランバス氏により創立されたことでした。

1995
阪神・淡路大震災発生
関西学院では学生15人、理事1人、現・元教職員7人が犠牲に。建物の倒壊は免れたも
のの、物的被害総額は10億3,000万円に上り、施設・設備の復旧には3億7,000万円を
要しました。そんな中、「今こそあなたの“Mastery for Service”を」の掛け声の下、2,500
人以上の学生がボランティア活動に参加。この志から任意団体「ヒューマンサービスセン
ター」が誕生、現在はボランティア活動支援センター「ヒューマン・サービス支援室」へと受
け継がれ、全国の自然災害被災地で支援活動を展開しています。

神戸三田キャンパスが誕生。総合政策学部を開設
1970年代になると、西宮上ケ原キャンパスだけでは面積が不十分と
の指摘を文部省（現文部科学省）から受けるように。89年、兵庫県が
開発を進めていた北摂三田ニュータウン西地区に土地10万6,000
坪を購入し、1995年4月に8番目の学部として総合政策学部が誕生
しました。2001年には理学部も移転し、翌春、理工学部となりました。

2009
西宮聖和キャンパスに
教育学部を開設

19902000

2010

「ようこそ関西学院」の
歓迎マスクを付けた

50台のバスが1カ月間、
三田市内外を
走行しました。

震災後の対応
を伝える新聞
記事と報告書

倒壊した大学図書館の書架

大学のグラウンドで支援物資を配布する
ボランティア
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▶西宮上ケ原キャンパス【兵庫県西宮市】
神学部、文学部、社会学部、法学部、経済学部、商学部、人間福祉学部、国際学部
言語コミュニケーション文化研究科、経営戦略研究科、関西学院高等部、関西学院中学部

▶西宮聖和キャンパス【兵庫県西宮市】
教育学部、聖和短期大学、関西学院幼稚園

▶神戸三田キャンパス【兵庫県三田市】
総合政策学部、理工学部

▶宝塚キャンパス【兵庫県宝塚市】
関西学院初等部

▶千里国際キャンパス【大阪府箕面市】
関西学院千里国際中等部・高等部、関西学院大阪インターナショナルスクール

▶西宮北口キャンパス【兵庫県西宮市】
司法研究科、文学部心理科学実践センター、関西学院クレセントスクール

▶大阪梅田キャンパス【大阪市北区】
▶東京丸の内キャンパス【東京都千代田区】

総合学園として歩みを続ける関西学院の8キャンパス

特集 世界市民を育む、
学びがある。

2017
国連・外交プログラム／
国連・外交コースを開設

2011
Cross-Cultural College

（平成23年度文部科学省
「大学の世界展開力強化事業」）採択

2012
実践型〝世界市民〟育成プログラム

（平成24年度文部科学省
「国際化拠点整備事業」補助金）採択

2013
神戸三田キャンパスに
アカデミックコモンズを設置

2014
大学院国際学研究科を設置

2018
創立150周年となる
2039年を見据えた将来構想

「Kwansei Grand Challenge 2039」を策定

2019
西宮北口キャンパスを開設（専門職大学院司法研究科移転）
Kwansei コンピテンシーを策定

「“Mastery for Service”を体現する世界市民」の育成に向け、全
ての学生が卒業時に共通して身に付けるべき知識、能力、資質を

「Kwansei コンピテンシー」として定めました。「幅広い知識・深い専
門性」「多様性への理解」「論理的な思考力」「主体的に行動する力」

「生涯にわたって学び続ける力」「豊かな人間関係を築く力」「対立す
る価値を調整する力」「困難を乗り越える粘り強さ」「よりよい社会に
変革する情熱」「誠実さと品位」の10項目で、幼稚園から大学・大学
院までの教育を通じて段階的に身に付け、高めていくことを目指します。

2021
神戸三田キャンパスに理系4学部を開設（設置構想中）
2021年度から、理学部、工学部、生命環境学部、建築学部を新設し、総合政策学
部を合わせた5学部体制に生まれ変わります。新たなキャンパスコンセプトは“Be a 
Borderless Innovator（境界を越える革新者たれ）”。これは、ベーツ第4代院長が移転
時の西宮上ケ原キャンパスを評した“We have no fence”という言葉にも通じるものです。

関西学院の130年を振り返って
牧師を養成する神学部と、キリスト教主義に基づく全人教育を行
う普通学部、建学の理念である二つの要素を130年間失わず、
各時代にふさわしい形で紡いできました。理念を体感するための
礼拝の時間を幼稚園から大学まで設け、キリスト教学においては
自校教育を施すなど、具体的な形で教育活動を展開している日本
でもまれな学校です。

今の関西学院が目指すところは
総合学園としての強みを生かすことです。非常に多様性を持つ学
校になったことで、さまざまな違いに出合い、同質の中ではあり得な
いような新たな発展や成長が期待できます。学生や教職員が多
様性を味わいながら、自らの内に眠っている〝賜物〟に目覚め、いろ
いろな形で耕していく。そして、それを他者と共に社会を豊かにする
ために用いていく。ベーツ第4代院長がおっしゃった“self-culture”
と“self-sacrifice”ですね。関西学院には、そのような機会がたくさ
ん与えられています。

そのための取り組みとは
多様性がありすぎるが故に、キャンパスや学部、学校を越えた出合
いが少ないのが現状です。出合いの場、すなわち多様性を味わえ
る機会をうまく準備する必要性を感じています。不要な壁や垣根を
どのような形で取り除き、よき交わりや出合いを果たしていくかを考
え、関西学院のアイデンティティーを全構成員で共有することが喫
緊の課題です。

学生にメッセージを
関西学院という場で、今、同じ時代を生きていることは、ある意味で
奇跡です。それを必然と考え、130年の歴史や受け継がれてきた
価値観を理解し、周りへ発信することが関西学院の一員としてあ
るべき姿ではないでしょうか。また、「私はこういうものだ」と自分で
自分の答えを勝手に決めないでください。限界を設けず、答えはい
つでも変えられるという希望と自らに対する自信を持って、いろいろ
なことにチャレンジしてほしいと思います。

2020

舟木院長に聞く

※�新設の学部の名称は仮称です。学部の名称や概要等は予定であり、今後、変更になる場合があります。
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映
像
制
作
や
デ
ザ
イ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

地
域
の
魅
力
発
信
や
課
題
解
決
に
力
を
発
揮

　
「
信
頼
で
き
る
仲
間
と
目
標
を
追
い
掛

け
た
い
」。諸
富
さ
ん
の
思
い
に
、神
戸
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
で
共
に

活
動
す
る
3
人
が
応
じ
た
。学
内
外
の

団
体
等
で
代
表
を
務
め
た〝
つ
わ
も
の
〟

ば
か
り
。2
0
1
8
年
12
月
、「
ス
タ
ジ
オ

M
O
V
E
D
O
O
R
」の
扉
が
開
い
た
。

　

し
か
し
、世
界
を
視
野
に
入
れ
た
観
光

関
係
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
約
3
カ
月
で

頓
挫
す
る
。失
意
の
中
、「
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
で
、目
の
前
の
人
に
喜
ん
で

も
ら
お
う
」と
動
画
や
W
e
b
サ
イ
ト
、チ

ラ
シ
等
の
作
成
へ
と
軌
道
修
正
。「
成
長

意
欲
の
塊
」三
崎
龍
人
さ
ん
は
動
画
ク
リ

エ
ー
タ
ー
&
エ
ン
ジ
ニ
ア
、「
冷
静
沈
着
」な

松
本
涼
太
さ
ん
は
動
画
ク
リ
エ
ー
タ
ー
＆

営
業
、「
き
っ
ち
り
し
た
性
格
」の
高
橋
圭

司
さ
ん
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
、そ
し
て「
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
上
手
」で
リ
ー
ダ
ー
の
諸
富
さ

ん
は
営
業
＆
広
報
P
R
と
、そ
れ
ぞ
れ
得

意
分
野
で
実
績
作
り
に
奔
走
し
た
。

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
真
摯
に
向
き
合
い
提

案
を
重
ね
る
姿
勢
は
、三
田
市
の
求
人
課

題
を
解
決
す
る
メ
デ
ィ
ア
運
営
、ド
レ
ッ
シ

ン
グ
の
商
品
企
画
、子
ど
も
の
貧
困
支

援
を
訴
え
る「
B
E 

K
O
B
E 

ミ
ラ
イ 

P
R
O
J
E
C
T
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動

画
制
作
な
ど
約
20
件
の
受
注
に
つ
な
が
っ

た
。ロ
ゴ
や
チ
ラ
シ
の
依
頼
も
増
え
て
い
る
。 　

普
段
は
個
人
や
担
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご

と
に
作
業
を
し
、週
2
回
、全
員
集
合
し

て
進
捗
状
況
や
情
報
を
共
有
す
る
。意
見

の
衝
突
は
あ
っ
て
も「
気
心
も
知
れ
理
解

し
合
っ
て
い
る
の
で
、人
格
否
定
に
は
な
ら

な
い
し
、引
き
ず
ら
な
い
。落
ち
着
く
べ
き

と
こ
ろ
に
落
ち
着
き
ま
す
」と
い
う
。

　

三
田
市
の
求
人
問
題
や
丹
波
篠
山
市

の
空
き
家
対
策
な
ど
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、

「
地
域
の
魅
力
発
信
や
課
題
解
決
の
力

に
な
り
た
い
。手
の
届
き
そ
う
な
目
標
を

一
つ
ひ
と
つ
こ
な
し
、階
段
を
上
る
よ
う
に

成
長
し
て
い
け
れ
ば
」。法
人
化
に
向
け
勢

い
は
止
ま
ら
な
い
。

勉学に、スポーツに、趣味に─。
さまざまな分野で一生懸命に頑張るKGピープル。

きらきらと輝く横顔を紹介する。 ひ ひと と人

三田市にある、古民家を活用したコワーキングスペースで打ち合わせ

01
Ryo Morotomi

諸富 稜さん
総合政策学部4年生
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震
災
の
記
憶
を
若
者
に
伝
え
る
た
め

被
災
写
真
や
動
画
を
デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ
イ
ブ
に

　

2
0
1
9
年
1
月
17
日
に
神
戸
市
の

東
遊
園
地
で
開
か
れ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
追
悼
行
事「
1
・
17
の
つ
ど
い
」。三

砂
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
有
志
団
体

「
K
G
S
M
–1
・
17
の
つ
ど
い
」は
、会

場
の
一
角
で
震
災
当
時
の
建
物
や
人
の

写
真
、ア
ル
バ
ム
な
ど
を
展
示
。「
幼
い
少

女
に
一
枚
一
枚
説
明
す
る
父
親
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
」と
振
り
返
る
。

　

震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、総
合
政

策
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
の
学
生
が

中
心
と
な
っ
て
写
真
の
収
集
や
被
災
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、電
子
デ
ー
タ

化
し
て
保
存
・
公
開
す
る
活
動
に
取
り
組

む
。き
っ
か
け
は
1
年
生
の
時
、同
つ
ど
い

実
行
委
員
長
で
学
部
卒
業
生
の
藤
本
真

一
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
、ず
っ
と
抱
い
て
い
た

「
国
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
動

き
や
す
い
よ
う
映
像
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
い
う
思
い
と
結
び
付
い
た
。18
年
に
は

1
学
年
先
輩
の
企
画
を
手
伝
い
、2
回

目
の
今
年
、初
め
て
メ
ン
バ
ー
5
人
の
ア

イ
デ
ア
を
実
行
に
移
し
た
。

　

燃
え
盛
る
炎
の
赤
と
、空
の
透
明
な

青
さ
が“
美
し
く
”“
悲
し
い
”一
枚
。火
が

迫
る
倒
壊
家
屋
の
下
か
ら
聞
こ
え
る「
助

け
て
」の
声
に
、な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
と

語
る
被
災
者
の
声
。実
行
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
新
聞
記
事
で
の
呼
び
掛
け
、自

分
た
ち
の
取
材
を
通
じ
て
集
ま
っ
た
資
料

の
数
々
に
、「
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
私

た
ち
世
代
が
、同
世
代
や
さ
ら
に
下
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
難
し
さ
、伝
わ
ら
な
い

も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

20
年
の
1
月
17
日
に
向
け
て
は
、い
ざ

と
い
う
と
き
の
行
動
を
促
す
小
冊
子
を

作
成
予
定
だ
。一
人
暮
ら
し
の
学
生
や
小

中
学
生
な
ど
若
い
人
が
手
元
に
置
い
て

活
用
で
き
る
も
の
を
目
指
し
、「
他
人
事

で
な
く
、身
近
な
こ
と
と
し
て
危
機
感
を

持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」と
話
す
。賛
同
者

も
一
人
増
え
、震
災
25
年
の
節
目
へ
と
活

動
は
本
格
化
し
て
い
る
。

02

同じ思いで活動するメンバーと

Azumi Misago

三砂 安純さん
総合政策学部3年生

1995.1.17kobe  ※阪神・淡路大震災追悼行事「1・17のつどい」実行委員会は、写真や動画をデジタル・アーカイブとしてまとめ、Facebookで公開しています。
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Research & Research

多様な子どもが参加できる

国語科教育の在り方を

マクロとミクロの両面から提案
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仕事や研究以外では、家事と子ども（1歳と
5歳）との時間で1日が終わります。「プリン
セスごっこ」をしたり、即興的なダンスをした
り、絵本の読み聞かせをしたり、読んでもら
ったり、といろいろです。子どもたちの成長
だけでなく、私自身の成長も楽しんでいます。

国
語
科
教
育
と
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
を
ク
ロ
ス
さ
せ

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

国
語
科
は
、子
ど
も
た
ち
の
話

す
、聞
く
、書
く
、読
む
と
い
っ
た

言
語
行
為
の
力
を
育
て
る
教
科
で

す
。「
国
の
語
」と
い
う
名
前
が
象

徴
す
る
よ
う
に
、国
語
科
は
非
常

に
政
治
的
な
教
科
で
も
あ
り
ま
す
。

各
地
域
の
こ
と
ば
を「
標
準
語
」の

文
脈
に
回
収
し
よ
う
と
し
た
過
去

も
あ
り
ま
す
ね
。現
在
で
あ
れ
ば
、

新
学
習
指
導
要
領
に
記
載
さ
れ
て

い
る「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関

す
る
事
項
」が
、外
国
に
つ
な
が
り

の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
在
籍
が
多
い

中
で
、自
国
中
心
的
な
国
語
科
授

業
が
展
開
さ
れ
か
ね
な
い
と
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。国
語
科
教
育
の

実
践
者
・
研
究
者
に
は
、国
語
科
で

何
を
す
る
べ
き
か
、と
い
う
観
点
と

同
様
に
、国
語
科
で
は
何
を
し
て
は

い
け
な
い
か
、に
つ
い
て
も
考
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
す
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、「
多
様

性
を
包
摂
す
る
学
び
」を
意
味
し

ま
す
。こ
の
概
念
も
決
し
て
万
能

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、子
ど

も
た
ち
の
実
態
を
見
つ
め
よ
う
と

し
て
い
る
点
、そ
し
て
、そ
の
実
態

を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
想

し
よ
う
と
し
て
い
る
点
は
共
感
で

き
ま
す
。日
本
で
言
え
ば
、障
害
や

疾
病
、多
様
な
性
、外
国
と
の
つ
な

が
り
、経
済
的
貧
困
、虐
待
と
い
っ

た
多
様
な
身
体
・
生
活
背
景
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
見
つ
め
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
国
語
科
の

学
び
に
参
加
で
き
る
た
め
の
方
向

性
を
授
業
レ
ベ
ル
で
開
発
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
発
達
障
害（
高
機
能

自
閉
症
と
A
D
H
D
）の
当
事
者

で
あ
り
、吃
音
も
あ
り
ま
す
。特
に

吃
音
に
は
幼
少
期
よ
り
悩
ま
さ
れ

て
き
ま
し
た
。国
語
科
の
音
読
に
は

つ
ら
い
記
憶
し
か
な
く
、怨
念
し
か

あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。こ
の
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ（
少
数
派
）で
も
あ
り
、マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ（
多
数
派
）で
も
あ
る
私
の

身
体
の
社
会
的
立
場
を
踏
ま
え
つ

つ
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
国
語
科
教

育
の
在
り
方
を
、マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ

の
両
面
か
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
、言
語
を
め

ぐ
る
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
、背
景
に
あ
る
社
会
問
題
等

も
指
摘
し
つ
つ
、国
語
科
と
い
う
教

科
の
枠
組
み
を
問
い
直
す
こ
と
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
、目
の
前
の

45
分
や
50
分
の
国
語
科
授
業
を
ど

う
実
践
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、現
場

の
先
生
方
に
向
け
て
提
案
し
た
り
、

先
生
方
と
一
緒
に
実
践
し
た
り
し

て
い
ま
す
。本
年
度
は
大
阪
府
寝

屋
川
市
内
に
あ
る
小
学
校
に
お
い

て
、先
生
方
と
授
業
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
多
様
な
子
ど
も
の
包
摂
」を

考
え
る
と
、教
育
に
携
わ
る
私
た

ち
の
多
く
は
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
位

置
す
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
考
え
方
に
同
化
す

る
よ
う
求
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

そ
う
で
は
な
く
、変
わ
る
べ
き
は
、

あ
く
ま
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
側
に

あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。支
援
を

要
す
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

「
支
援
を
必
要
と
し
な
い
」と
さ

れ
て
い
る
側
に
い
る
子
ど
も
た
ち
こ

そ
、育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。同
じ
よ
う
に
、私
た
ち
大
人

も
ま
た
、変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

国
語
科
の
現
状
を
打
開
す
る
案

と
し
て
、私
は
絵
本
に
可
能
性
を

見
て
い
ま
す
。絵
本
に
は
、子
ど
も

の
多
様
な
実
態
や
、多
様
性
と
向

き
合
う
た
め
の
物
語
展
開
が
多
く
、

「
思
想
的
な
深
さ
」と
し
て
は
教

科
書
教
材
の
は
る
か
先
を
行
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。現
在
は
、研
究
者

の
仲
間
と
と
も
に
、教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
絵
本
を
活
用
し

た
授
業
や
教
材
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

My life
教育学部  原田 大介 准教授

子どもとのかかわり
Profile Daisuke Harada
広島大学学校教育学部卒業、同大学院教育学研究
科博士課程後期課程修了。博士（教育学）。小学校
教員、福岡女学院大学講師を経て、2015年4月から
現職。2013年度全国大学国語教育学会優秀論文
賞受賞。専門は、国語科教育、授業研究、インクルー
シブ教育。
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北アメリカ大陸

しているので、大使館で入国管理官とし
て働きたいと以前から思っていました。帰
国したら、移民セクターで働くか、大使館
でニュージーランドと日本の関係づくりに
関する仕事がしたいです。私が暮らすクラ
イストチャーチには、以前多くの日本人が
暮らしていましたが、地震を機に皆去って
いきました。復興が進む今、日本人が再び
ニュージーランドに来てくれるように働き掛
けたいです。

Q �好きな日本語を教えてください。

いろいろな状況で使うことができる「なるほ
ど」が気に入っています。何かを理解した
時に「なるほど」と言えますし、理解してなく
ても使えます（笑）。日本人学生が使って
いるのを初めて聞いた時は「なんて意味だ
ろう」と思いました。彼らが意味を教えてく
れたので、「なるほど」と言うと、「もう完璧
に使えてるよ」と言ってくれました。

Q �How will you take what you've learned 
here and apply it towards your future 
goals?

Since I'm doing a double degree for Law and Cul-
tural Studies/Japanese, I've always wanted to be 
an immigration officer in an embassy. When I go 
back to NZ, I want to either work in the immigra-
tion sector or in the embassy helping NZ-Japan re-
lations. In my city, Christchurch, we used to have 
a lot of Japanese people living there, but after the 
earthquake, many people left. Now Christchurch is 
rebuilding, so I want to help promote New Zealand 
and get Japanese people to come and visit.

Q �How will you take what you've learned 
here at KGU and apply it towards 
your future goals?

なるほど。You can use it in every situation. If you get 
something you can say なるほど、and even if you don't, 
you can say なるほど （laughs）. I didn't know this word 
before I came, so when I heard Japanese students use 
it for the first time, I was like “What does it mean?” 
They explained what it means, and I said なるほど, and 
they said “See, you can use it perfectly now.”

カ
ナ
ダ
を
選
ん
だ
の
は
、先
に
経
験

し
た
兄
の
勧
め
が
あ
っ
た
の
と
、き

れ
い
と
い
わ
れ
る
カ
ナ
ダ
国
民
の
英
語
の

発
音
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

5
月
1
日
か
ら
約
3
カ
月
半
、さ
ま
ざ

ま
な
学
部
の
23
人
が
寮
生
活
を
し
な
が

ら
英
語
や
カ
ナ
ダ
の
歴
史
・
文
化
を
学
び

ま
し
た
。一
人
ず
つ
、与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

を
リ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、20
分
間
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
な
授
業
も

あ
り
、私
の
課
題
は「
中
絶
」と「
検
閲
」で

し
た
。日
本
語
で
も
難
し
い
話
題
に
つ
い
て

英
語
で
調
べ
、い
か
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
か
。み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
、苦
し
ん
だ

分
だ
け
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

留
学
の
成
果
の
一
つ
が
カ
ナ
ダ
へ
の
理

解
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。多
文
化
共

生
と
は
単
に
混
ざ
り
合
う
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、カ
ナ
ダ
の
モ
ザ
イ
ク
と

い
う
考
え
方
、つ
ま
り
一
つ
ひ
と
つ
異
な
る

ピ
ー
ス
が
集
ま
り
互
い
に
尊
重
し
つ
つ
、
模

様
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
論
は
、と
て
も
新

鮮
で
し
た
。ま
た
英
語
の
上
達
を
日
々
感

じ
ま
し
た
。英
語
し
か
使
わ
な
い
、L
I
N
E

も
英
語
で
や
り
取
り
す
る
な
ど
の
細
か
い

ル
ー
ル
を
全
員
で
決
め
、実
行
し
た
結
果

と
い
え
ま
す
。集
団
で
留
学
す
る
こ
と
の

良
さ
を
、生
活
で
も
学
び
で
も
生
か
し
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人
権
に
つ
い
て
学

ん
で
お
り
、女
性
に
関
連
す
る
商
品
を
扱

う
会
社
で
英
語
を
使
う
仕
事
に
就
く
の

が
夢
で
す
。現
地
で
は
、最
前
線
で
活
躍

す
る
女
性
の
姿
を
見
た
り
、L
G
B
T
を

応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
合
っ
た
り
と
、た

く
さ
ん
の
良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

1 先生に日本製ホチキスをプレゼント　2 カナダの建国記念日を友人と祝う　3 卒業式でconversation partnerから花束をもらう

複
数
人
で
留
学
し
た
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
！

英
語
力
の
向
上
を
日
々
実
感

Go Global!
中期留学（マウント・アリソン大学）

荻野 友里さん（国際学部3年生）　留学先 ▶カナダ

1 2 3
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優しいホストファミリー。私の状況を理解し、広い心で接してくれます。

   Q �関西学院大学を選んだ理由は。

5年前に休暇で家族と関西に来たことが
きっかけです。ホテルを探すのに迷ってし
まい、近くにいた人に尋ねたら、現在地を
親切に教えてくれて目的地まで連れて行っ

てくれようとしました。日本の人にすっかり
ほれてしまいました。留学をしようと決めた
時、関西学院大学は最初の選択肢でした。
関西での生活を味わいたかったのと、関学
が提供するプログラムの多さ、そして過去
に関学で学んだ友人からの評判が良かっ

たので決めました。

Q �どこに滞在して 
いますか。

伊丹市でホストファミリー
と一緒に暮らしています。
優しくて大好きな家族で
す。私が日本の環境に
順応していけるように手
助けしてくれますし、私の
置かれている状況を理解
し、広い心で接してくれま
す。いつも日本語で会話
をしています。

Q �関西学院大学で学ぼうと考える留学
生に伝えたいことは。

留学生としては、「値段に気を付けて」と伝
えたいです。ニュージーランドと比べて物
価、特に公共交通機関にかかるお金は高
いです。日本での移動はほとんどが電車
です。事前に電車のことや車内でのエチ
ケットについて知っておくとよいと思います。
関学生としては、情報のチェックを怠らない
ことが大切です。留学先では、友達をつく
ることが難しかったり、文化の違いを感じた
りすることがあると思いますが、オープンな
心で経験をシェアしてください。日本人学
生と日本語で話すことも大切です。きっと
日本語上達の助けになります。

Q �関西学院大学での学びを今後どのよ
うに生かしていきますか。

法学と文化学（日本文化）の二つを専攻

Q Why did you choose to study at KGU?

I came here on vacation with my family five 
years ago to Kansai, and my impression of 
Japan was that people are really nice. We 
got lost trying to find our hotel, and we asked 
someone on the road, and he was really nice 
and showed us where it was, and even tried to 
take our luggage and personally bring us there. 
I really fell in love with the people here. When 
I chose my exchange destination, KGU was my 
first choice because I really wanted to come 
back to Kansai and experience the life here. 
There are also a lot of programs that Kangaku 
offers, and when I heard from my other friends 
who did their study abroad at KGU, it sounded 
really fun, so I wanted to come here.

Q Where are you living now?

I 'm staying with a host family in Itami City. 
My host family is really kind and I like them a 
lot. They helped me with adapting to Japan, 
and they're understanding of my situation, 
and very open-minded. We always speak in 
Japanese too. 

Q �What advice would you give friends 
who were thinking about coming to 
study at KGU?

As an exchange student in Japan, I would say 
that you should keep prices in mind. Stuff 
here is a lot more expensive compared to New 
Zealand, especially public transport. It's very 
different because we normally drive or take 
the bus, but in Japan, everything is by train. 
It can be quite confusing, so you should learn 
how the trains work here so be aware of train 
etiquette. As a KGU student, I would say to 
always check information so you don't miss 
out on things. Be as open as you can. Coming 
to a new country, it might be hard to make 
friends, and there might be cultural differenc-
es, but come with an open mind and share 
your experiences. Also, talk to the Japanese 
students, even i f  your Japanese isn't  very 
good, because they will help you improve a 
lot. When I was in NZ, I think I wasn't profi-
cient enough, but Japanese students at KGU 
have helped me so much.

6:30
7:40

9:00

12:40
13:30

18:20
19:30

21:30

23:30

Daily schedule on class days

1日のスケジュール

Wake up and get ready for school 起床、学校へ行く準備
Commute to KGU from Itami City 伊丹から学校へ移動

Attend afternoon classes 午後の授業

Do homework, relax, get ready for bed
宿題、リラックス、就寝の準備

Head to bed
就寝

Hang out with friends 友人と過ごす

Attend morning classes 午前の授業

Head back to host family's house, have dinner ホストファミリーの家へ、夕食

Eat lunch at BIG MAMA/BIG PAPA with Nihongo Partners 日本語パートナーと食堂でランチ

My
favorite

KG
C
チャ

HA Z
ジー

HI W
ウィー

EI （
（バネッサ）

VANESSA） さん

カンタベリー大学（University of Canterbury）
交換留学（Exchange Student）

ニュージーランド（NEW ZEALAND）

留学生の友人と
テーマパークで

（前列右がバネッサさん）
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関西学院の秋
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大
学
に
求
め
ら
れ
る

危
機
管
理
体
制

時
系
列
の
行
動
計
画
を

井
上　
私
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と

東
日
本
大
震
災
の
両
方
を
経
験
し
て

お
り
、前
者
の
時
は
入
試
を
控
え
た

浪
人
生
、後
者
の
時
に
は
牧
師
と
幼

稚
園
の
園
長
と
し
て
岩
手
県
の
内
陸

部
に
い
ま
し
た
。被
災
者
体
験
や
被

災
地
を
支
援
し
た
経
験
を
お
話
し
し
、

先
生
方
の
ご
意
見
を
伺
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。ま
ず
は
身
近
な
所
か
ら
、近

年
の
自
然
災
害
に
対
す
る
関
西
学
院

大
学
の
防
災
対
策
や
学
生
た
ち
の
意

識
に
つい
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

照
本　
自
然
災
害
な
ど
緊
急
事
態

が
発
生
し
た
時
に
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
、事
業
の
復
旧
や
継
続
を
図
る

た
め
に
事
業
継
続
計
画
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
危
機
管
理
に
つ
い
て
、大
学

と
し
て
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。例
え
ば
、阪
神
・
淡
路

大
震
災
は
入
試
直
前
の
時
期
に
起
こ

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
に
対
し
て
は
、入
り
口
と
し
て

の
入
学
試
験
か
ら
出
口
で
あ
る
卒
業

認
定
ま
で
、発
生
時
期
と
被
害
の
性

質
ご
と
に
対
応
態
勢
を
考
え
て
お
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、地
震
に
つ

い
て
は
構
造
物
の
対
策
が
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、研
究
室
の
書
棚
や
実

験
室
の
機
材
な
ど
散
乱
や
飛
散
が
考

え
ら
れ
る
内
部
の
非
構
造
部
材
の
対

策
も
必
要
で
す
。

井
上　
私
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

よ
り
電
車
が
止
ま
り
二
次
試
験
を
受

け
ら
れ
ず
、被
災
者
向
け
の
入
試
を

受
け
ま
し
た
が
、バ
ス
な
ど
を
乗
り
継

ぎ
、入
試
の
会
場
に
行
く
ま
で
に
苦

労
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

照
本　
最
近
、J
R
西
日
本
が
計
画

運
休
を
実
施
し
て
い
ま
す
。タ※

※

イ
ム
ラ

イ
ン
と
い
う
時
系
列
の
防
災
計
画
に

基
づ
き
、台
風
な
ど
の
発
生
状
況
を

あ
ら
か
じ
め
想
定
し
、10
時
間
前
に
は

こ
れ
を
す
る
、5
時
間
前
に
は
、1
時

間
前
に
は
、と
時
系
列
に
行
動
計
画

を
設
定
し
ま
す
。事
前
告
知
し
て
い
る

の
で
、関
西
で
は
電
車
を
止
め
て
も

混
乱
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

井
上　
一
昨
年
の
大
雨
の
時
で
し
た

か
、大
学
側
の
休
講
の
決
定
が
遅
れ

た
た
め
、大
学
に
来
た
も
の
の
帰
る
に

帰
れ
な
く
な
っ
た
学
生
に
教
室
を
開

放
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
定
め
て
お
く
と
、学
生
の
安

関西学院大学神学部卒業、大学院神
学研究科博士課程後期課程単位取
得退学。日詰教会主任担任教師、幼
保連携型認定こども園ひかりの子園長
などを経て、2016年より関西学院大学
神学部、2019年より宗教センター宗
教主事。専門はヘブライ語聖書神学、
子ども。

埼玉大学工学部卒業、東京都立大学
大学院都市科学研究科博士課程修
了。人と防災未来センターなどを経て、
2016年に関西学院大学総合政策
学部准教授、2019年から現職。専門
は減災システム、防災計画、災害復興、
都市・地域計画、防災まちづくり。

大阪大学法学部卒業、神戸大学大学
院法学研究科博士課程後期課程修
了。日本学術振興会特別研究員（PD）
を経て、2017年に関西学院大学法学
部助教、2019年から現職。専門は国
際関係論、グローバル・ガバナンス、国
際制度。

～
防
災
の
継
続
と
定
着
を
考
え
る
～T

A
L

K
 

D
E

E
P

自然災害に備えよう！

毎号テーマを変え、関西学院大学での学びや取り組み、

研究成果などを座談会形式で紹介します。今回のテー

マは「防災の継続と定着を考える」。自然災害が多発・

激甚化する中、防災・減災対策の考え方や人道支援の

在り方、来るべき災害に備えて大学に求められる危機

管理体制や私たちがすべきことなどを話し合いました。

神学部
井

いの

上
うえ

 智
さとし

 助教

総合政策学部
照
てる

本
もと

 清
きよ

峰
みね

 教授

法学部
赤
あか

星
ほし

 聖
しょう

 准教授

※1…タイムライン
災害の発生を前提に、防災関係機関が
連携して災害時に発生する状況をあら
かじめ想定し、共有した上で「いつ」「誰
が」「何をするか」に着目して防災行動と
その実施主体を時系列で整理した計画。
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全
面
な
ど
か
ら
も
、大
学
の
運
営
面

に
お
い
て
も
いい
で
す
ね
。

震
災
の
教
訓

何
を
伝
え
る
の
か

な
ぜ
伝
え
る
べ
き
な
の
か

赤
星　
私
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

直
接
に
体
験
し
た
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、高
速
道
路
が
倒
れ
て
い
る
光
景

は
小
学
校
低
学
年
の
時
の
鮮
明
な
記

憶
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。先
日
、ゼ
ミ

生
を
神
戸
の「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
」に
連
れ
て
行
っ
た
の
で
す
が
、み

ん
な
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
に
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
。震
災
経
験
の
な
い

学
生
た
ち
に
、25
年
近
く
た
っ
て
い
る

震
災
の
こ
と
を
伝
え
る
難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。震
災
の
記
憶
や
教
訓
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
、引
き
継
い
で
い
く

の
か
と
い
う
の
は
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

照
本　
近
い
将
来
、震
災
を
知
ら
な

い
世
代
が
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く

時
代
が
や
っ
て
来
る
中
で
、伝
え
方
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。何
を
伝
え
る
べ
き
な
の
か
、

な
ぜ
伝
え
る
べ
き
な
の
か
を
深
く
考

え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。大
正
時
代

に
起
き
た
関
東
大
震
災
の
教
訓
に
は
、

今
の
時
代
に
は
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
れ

ば
、「
情
報
が
ま
っ
た
く
行
き
渡
ら
な

か
っ
た
た
め
に
流
言
が
広
が
り
悲
惨
な

状
況
を
招
い
た
。情
報
を
正
し
く
広
め

る
こ
と
は
重
要
」と
い
っ
た
共
通
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。阪
神・淡
路
大
震

災
に
お
い
て
核
と
な
る
教
訓
は
何
な
の

か
、震
災
を
知
ら
な
い
世
代
が
考
え
る

こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。

赤
星　
情
報
を
ど
う
ク
リ
ア
に
伝
え

て
い
く
の
か
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。東
日
本
大

震
災
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
最
も

違
う
点
は
、情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

拡
大
し
て
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

Tw
itter

等
で
有
益
な
情
報
が
広
ま

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、関
東
大
震
災
以

上
に
デ
マ
が
広
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。そ
の
場
合
、信
頼
で
き
る
情
報

を
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
の
か
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

仙
台
防
災
枠
組
は

原
形
復
旧
の
壁
を
超
え

「
よ
り
良
い
復
興
」へ

井
上　
東
日
本
大
震
災
で
私
が
勤
め

て
い
た
園
も
被
災
し
、補
助
を
受
け
て

復
興
し
た
の
で
す
が
、復
旧
と
は
元
に

戻
す
こ
と
な
の
で
す
ね
。同
じ
金
額

を
使
う
の
な
ら
少
し
で
も
良
く
変
え

た
い
と
主
張
し
て
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。2
0
1
5
年
に
採
択
さ
れ

た
仙※

※

台
防
災
枠
組
を
見
る
と
、優
先

行
動
に「
よ
り
良
い
復
興
」と
い
う
項

目
が
あ
り
、当
時
と
変
わ
っ
た
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

赤
星　
「
よ
り
良
い
復
興
」と
は
、ビ

ル
ド・バ
ッ
ク・ベ
タ
ー（build back 

better

）、災
害
の
経
験
と
教
訓
を
取

り
込
み
、そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
災

害
対
応
能
力
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と

で
す
。同
じ
お
金
を
か
け
る
の
で
あ

れ
ば
、よ
り
良
い
設
備
を
つ
く
る
方
が

有
効
で
効
率
的
な
の
は
当
然
で
す
。

防
災
に
関
す
る
国
際
的
な
指
針
も
、

1
9
9
4
年
の
横
浜
、2
0
0
5

年
の
兵
庫
、そ
し
て
仙
台
と
、徐
々
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。

照
本　
阪
神・淡
路
大
震
災
の
被
災

地
域
の
再
建
に
つ
い
て
、原
形
復
旧
の

原
則
と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
悔

し
い
思
い
を
し
た
人
は
官
民
問
わ
ず

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。国
際
的
な
標

準
と
な
る
枠
組
に
採
用
さ
れ
た
こ
と

は
非
常
に
大
き
い
で
す
。ま
た
、防
災

の
先
行
投
資
と
い
う
考
え
方
が
国
際

的
に
認
知
さ
れ
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
も
仙
台
防
災
枠
組
だ
と
捉

え
ら
れ
ま
す
。施
設
等
を
つ
く
る
際
に

防
災
対
策
を
講
じ
て
お
い
た
方
が
、災

害
後
に
か
け
る
お
金
よ
り
費
用
対
効

果
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

赤
星　
災
害
に
関
す
る
対
策
は
少
し

ず
つ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。1
9
9
4
年
の
ル※

※

ワ
ン

ダ
虐
殺
後
、同
国
か
ら
逃
れ
た
難
民

が
滞
在
す
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
お
い

T A L K  D E E P ～防災の継続と定着を考える～  

※2…仙台防災枠組
2015年3月に宮城県仙台市で開催された「第
3回国連防災世界会議」で採択された、2015
年から30年までの防災行動に関する国際指
針。第1回は1994年に横浜市で開催。第2回は
2005年に神戸市で開かれ、2015年までの10
年間の国際指針「兵庫行動枠組」が採択された。

※3…ルワンダ虐殺
アフリカ東部のルワンダで1994年に、ツチ
族とフツ族の対立関係によって主に引き起
こされた被害者が50万人とも100万人と
もいわれる虐殺。この結果、大量の難民が
周辺諸国に流出して国際問題となった。
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て
、N
G
O
の
支
援
の
在
り
方
に
批

判
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、国
際
的
な
人※

※

道
支
援
の

最
低
基
準
を
示
し
た
ス※

※

フ
ィ
ア
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。日
本
で

は
認
知
度
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、少

し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。近
年
、避
難
所
で
の
生
活
の

質
や
人
間
の
尊
厳
を
担
保
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
認
識
が

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

照
本　
日
本
に
お
け
る
避
難
所
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
、「
災
害
時
に
は
こ
ん
な
も
の
」

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。で
も
、体
育
館
の
固
い
床
に
毛
布

を
敷
い
て
寝
て
い
た
ら
、災
害
前
は
元

気
に
歩
い
て
い
た
高
齢
者
が
数
カ
月
間

で
歩
行
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
れ
ば
、災
害
関
連
死
も
多
数
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。女
性
へ
の
配
慮
や
、

き
れ
い
な
水
の
提
供
、寝
起
き
が
楽
な

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
導
入
な
ど
、ス
フ
ィ

ア
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
以
上
の
状
態
を
満
た

す
形
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の

考
え
方
を
重
視
し

多
様
な
意
見
を
採
用

井
上　
仙
台
防
災
枠
組
の
特
徴
に
つ

い
て
、も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ

さ
い
。

赤
星　
仙
台
防
災
枠
組
で
は
、レ
ジ

リ
エ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
が
重
視
さ
れ

た
の
も
特
徴
で
す
。災
害
が
起
き
た

と
き
に
、そ
れ
を
ど
う
プ
ラ
ス
の
方
向

に
転
換
し
て
い
く
の
か
、し
な
や
か
さ

や
柔
軟
さ
と
い
う
も
の
が
肝
要
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。あ
る
途
上
国
の

沿
岸
地
域
で
は
今
で
も
家
屋
が
竹
な

ど
脆
弱
な
材
料
で
造
ら
れ
て
お
り
、そ

れ
は
台
風
で
被
災
し
た
と
き
に
造
り

直
し
や
す
い
か
ら
だ
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。災
害
が
起
き
る
こ
と
を
受

け
入
れ
た
上
で
、再
興
す
る
際
に
ど
ん

な
有
効
な
手
段
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

照
本　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、兵
庫
行
動

枠
組
の
時
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、そ
の

後
注
目
さ
れ
、仙
台
防
災
枠
組
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。レ
ジ
リ
エ
ン

ス
と
は
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
り
し
て
な

か
な
か
形
に
な
り
に
く
い
で
す
が
、赤

星
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た「
し
な
や
か
さ

や
復
元
性
」と
い
う
要
素
、考
え
方
を

き
っ
ち
り
形
に
し
て
い
け
れ
ば
、防
災

対
策
は
よ
り
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

赤
星　
も
う
一
点
、仙
台
防
災
枠
組

で
は
女
性
や
子
ど
も
、高
齢
者
、障
が

い
の
あ
る
人
な
ど
災
害
に
お
い
て
周
縁

に
置
か
れ
が
ち
な
多
様
な
人
々
の
意

見
を
聞
き
、取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。国
際
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や

枠
組
を
作
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

少
し
変
化
が
見
え
て
い
る
部
分
で
す
。

自
然
災
害
に
お
け
る

人
道
支
援
活
動
の

調
整
役
O
C
H
A

井
上　
災
害
時
、そ
の
後
の
復
興
に
お

い
て
は
、人
道
支
援
も
大
き
な
柱
の
一

つ
で
す
。赤
星
先
生
の
ご
専
門
で
す
が
、

海
外
も
含
め
、ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

赤
星　
自
然
災
害
に
対
す
る
国
際
的

な
人
道
支
援
は
、国※

※

連
人
道
問
題
調

整
事
務
所（
O
C
H
A
）が
事
務
局
と

な
っ
て
各
国
間
、支
援
機
関
間
の
調

整
を
す
る
場
合
が
多
い
で
す
。現
地

政
府
が
支
援
を
さ
ば
け
な
い
よ
う
な

場
合
に
問
題
が
起
き
る
こ
と
が
多
く
、

2
0
1
3
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン・ハ
イ
エ
ン

台
風
や
今
年
3
月
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の

サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
な
ど
で
も
調
整
に

入
り
ま
し
た
。

井
上　
東
日
本
大
震
災
で
も
支
援
に

入
っ
た
の
で
す
か
。

赤
星　

日
本
は
防
災
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
比
較
的
蓄
積
さ
れ
て
い

る
の
で
、東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

O
C
H
A
の
支
援
は
限
定
的
で
し

た
。職
員
数
人
が
派
遣
さ
れ
、被
害

状
況
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
、さ
ら

に
、被
災
直
後
に
物
資
等
が
無
秩

序
に
入
っ
て
き
た
時
に
日
本
政
府
の

意
見
を
代
弁
す
る
形
で
情
報
発
信

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。日
本
と
の

関
わ
り
で
言
え
ば
、国※

※

連
防
災
機
関

（
U
N
D
R
R
）も
あ
り
ま
す
。代
表

が
水
鳥
真
美
さ
ん
と
い
う
日
本
人
で

す
。日
本
の
防
災
の
経
験
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
役
割
だ
と

考
え
る
と
、日
本
が
国
際
的
な
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
高
め
て
い
く
場
合
に
貢
献
で

き
る
の
が
防
災
や
人
道
支
援
の
分
野

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。二
つ
と
も
日
本

の
拠
点
は
神
戸
に
あ
る
の
で
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

支
援
す
る
側
は

さ
れ
る
側
の
負
担
を

常
に
意
識
す
る
こ
と

井
上　
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

※6…国連人道問題調整事務所（OCHA）
自然災害や紛争などにより最も弱い立場に
置かれている人々の生命と尊厳を守るのが目
的。各国政府や他の国連機関、赤十字、国際
NGO等と連携し、緊急・人道支援活動の具体
的調整、必要な資源の動員、円滑かつ効果的
に支援活動を進めるための情報管理等を担う。

※7…国連防災機関（UNDRR）
災害による被害・損失の減少、災害リス
クの軽減を目指し、災害に強い国やコミュ
ニティーの構築が目的。国際防災協力の
枠組み構築、調整のための触媒的役割
を果たすとともに、多くのパートナー機関と
各国の防災政策実施を支援している。

※5…スフィアスタンダード
正式名称は「人道憲章と人道対応に関する最低基準」。
人道危機においても人々の権利や尊厳を守るために必
要とされる人道支援の「最低基準」が記されている。

※4…人道支援
緊急事態またはその直後における人命
救助、苦痛の軽減、人間の尊厳の維持お
よび保護のための支援と定義されている。
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1
週
間
く
ら
い
後
、被
災
地
に
救
援

物
資
を
持
っ
て
入
り
、支
援
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
半
年
く
ら

い
経
っ
た
時
に
、あ
る
被
災
者
の
方
が

疲
れ
た
様
子
で「
た
く
さ
ん
の
人
が
支

援
に
来
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
け
れ

ど
、海
の
津
波
の
次
に
人
の
津
波
が

来
た
よ
う
な
感
じ
。今
日
は
こ
の
人
が

来
て
、次
は
あ
の
人
が
来
て
、そ
の
た

び
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
お
話
し
し
て

い
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。支
援
の
在

り
方
と
い
う
の
も
少
し
考
え
な
い
と
い

け
な
い
部
分
が
あ
る
の
か
な
と
思
う
の

で
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

赤
星　
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
毎
年
の
よ
う
に
被
災
し
支
援
を

受
け
て
い
る
国
は
、あ
る
程
度
ノ
ウ
ハ

ウ
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、日
本

は
海
外
か
ら
支
援
を
受
け
た
経
験
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。東
日

本
大
震
災
の
際
に
初
め
て
国
際
的
な

支
援
を
一
気
に
受
け
た
た
め
、国
も
地

方
自
治
体
も
混
乱
が
大
き
か
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
と
き

に
支
援
す
る
側
が
考
え
な
い
と
い
け
な

い
の
は
、Do N

o H
arm

の
原
則
、害

を
与
え
な
い
支
援
で
す
。ス
フ
ィ
ア
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
同
様
、ル
ワ
ン
ダ
難
民
支

援
の
反
省
か
ら
再
認
識
さ
れ
た
も
の

で
す
。良
か
れ
と
思
っ
て
行
っ
て
い
る

支
援
が
受
け
手
側
に
ど
の
よ
う
な
負

担
を
掛
け
て
い
る
の
か
を
常
に
意
識

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

照
本　
災
害
対
応
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

体
制
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。従
来
、行
政
機
関
を
中
心

に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
行
わ
れ
て

き
た
け
れ
ど
も
、東
日
本
大
震
災
以

降
、N
P
O
や
N
G
O
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、協
働

し
て
対
応
し
て
い
く
認
識
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。そ
う
す
る
と
、一
部
信
頼

で
き
な
い
団
体
が
現
れ
た
り
、メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
た
所
ば
か
り
に
支
援

が
偏
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
、

ど
の
団
体
が
信
用
で
き
る
の
か
、支

援
の
ヌ
ケ
、モ
レ
、オ
チ
と
ム
ラ
は
な
い

か
な
ど
を
見
極
め
調
整
す
る
必
要

が
出
て
き
た
。そ
こ
で
、全
国
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
J
V
O
A
D
）な
ど
の
組
織
が
立

ち
上
が
り
、活
動
し
て
い
ま
す
。加
え

て
、団
体
に
よ
っ
て
得
意
な
支
援
分
野

や
時
期
は
異
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、災

害
直
後
だ
け
で
は
な
く
、復
旧
・
復
興

過
程
を
見
据
え
た
息
の
長
い
ス
パ
ン
で

考
え
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

だ
け
で
は
な
い

防
災
シ
ス
テ
ム
構
築
を

井
上　
照
本
先
生
に
ぜ
ひ
伺
い
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
が
、三
陸
地
方
に
伝

わ
る
言
葉「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」に
つ
い

て
で
す
。津
波
が
来
た
ら
、家
族
や
周

り
の
人
に
構
わ
ず
す
ぐ
に
高
い
所
、安

全
な
所
に
避
難
し
な
さ
い
と
い
う
教

え
で
、実
際
に
東
日
本
で
も
実
行
し

て
助
か
っ
た
人
が
か
な
り
い
た
と
聞
き

ま
し
た
。

照
本　
そ
の
通
り
行
動
し
て
助
か
っ

た
人
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。一

方
で
、近
所
の
人
や
世
話
に
な
っ
て
い

る
人
を
助
け
に
行
っ
て
一
緒
に
助
か
っ

た
人
も
い
ま
す
し
、犠
牲
に
な
っ
た
人

も
い
ま
す
。こ
れ
を
ど
う
見
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。事
前
に
、「
い
ざ
と

い
う
と
き
は『
津
波
て
ん
で
ん
こ
』で
」

と
話
し
て
い
て
も
、実
際
に
災
害
が
起

こ
れ
ば「
助
け
な
け
れ
ば
」と
い
う
使

命
感
に
駆
ら
れ
て
行
動
す
る
人
は
多

い
は
ず
で
す
。個
人
的
に
は
、「
津
波

て
ん
で
ん
こ
」以
外
な
い
と
す
る
考
え

方
は
、現
代
の
防
災
の
敗
北
だ
と
考

え
ま
す
。情
報
通
信
機
器
が
発
達
し
、

車
や
設
備
、道
具
等
も
あ
る
今
、「
津

波
て
ん
で
ん
こ
」だ
け
で
と
は
言
え
ま

せ
ん
。地
形
だ
け
で
は
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
関
係
性
や
市
街
地
の
状
況

な
ど
も
含
め
て
、地
域
ご
と
に
き
め

細
か
く
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
で
す
。そ
の
上
で
、助
け
に
行
く
こ

と
も
打
ち
切
る
こ
と
も
考
え
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。打
ち
切
る
基
準
も
、

津
波
の
到
達
予
想
時
間
な
ど
を
考
慮

T A L K  D E E P ～防災の継続と定着を考える～      

KG JOURNAL22



し
て
決
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。

赤
星　
私
は
実
家
が
熊
本
で
、熊
本

地
震
の
際
、父
親
が
障
が
い
の
あ
る
人

の
様
子
を
見
に
行
っ
て
連
絡
が
取
れ
な

い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。「
津

波
て
ん
で
ん
こ
」は
、個
々
人
の
置
か

れ
て
い
る
立
場
や
状
況
に
よ
っ
て
は
難

し
い
部
分
が
あ
る
の
か
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。ま
た
、台
風
な
ど
の
時
に
田
ん

ぼ
な
ど
を
見
に
行
っ
て
亡
く
な
っ
た
人

を
自
業
自
得
だ
と
非
難
す
る
の
は
簡

単
で
す
が
、そ
の
人
に
は
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
と
考

え
る
と
、農
家
が
多
い
、漁
師
が
多
い
と

い
っ
た
状
況
に
よ
っ
て
災
害
時
の
対
応

は
か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。地
域
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
細
か
い
レ
ベ
ル
に
お

い
て
防
災
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

と
い
う
照
本
先
生
の
ご
意
見
に
賛
同

す
る
と
こ
ろ
で
す
。過
疎
化
な
ど
に
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
は
い
ま
す
が
、そ
こ
は
技
術
や

情
報
を
活
用
し
て
補
っ
て
い
け
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

照
本　
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
ま

り
な
い
方
は
、私
た
ち
が
日
常
で
見
聞

き
す
る
以
上
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。災

害
時
に
は
、細
々
と
保
っ
て
い
た
つ
な
が

り
が
ぶ
ち
っ
と
断
ち
切
ら
れ
、家
の
中

に
一
人
で
何
日
も
何
の
支
援
も
得
ら

れ
な
い
と
い
う
状
況
が
発
生
し
た
り
す

る
わ
け
で
す
。だ
か
ら
ソ※

※

ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
大

事
で
、普
段
か
ら
そ
う
い
う
関
係
を
築

い
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。強
い

つ
な
が
り
が
一
本
あ
っ
て
も
、そ
れ
が

切
れ
た
ら
終
わ
り
で
す
。弱
い
つ
な
が

り
で
も
複
数
持
っ
て
お
け
ば
、誰
か
が

気
付
い
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。そ
う
い
う

社
会
や
地
域
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
は
、災
害
の
た
め
の
み
な
ら
ず

大
切
で
す
。

子
ど
も
へ
の

防
災
教
育
だ
け
で
な
く

教
員
の
役
割
が
重
要

井
上　
先
生
が
書
か
れ
た
、小
学
生

の
津
波
に
対
す
る
危
険
性
の
認
識
に

関
す
る
論
文
を
興
味
深
く
読
み
ま
し

た
。大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
子
ど
も

よ
り
も
、中
く
ら
い
の
揺
れ
を
感
じ
た

子
ど
も
の
方
が
、と
っ
さ
に
避
難
し
な

い
と
い
け
な
い
と
気
付
く
傾
向
に
あ
る

と
い
う
調
査
結
果
が
得
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、そ
の
こ
と
か
ら
考
え
ら

れ
る
防
災
・
減
災
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

照
本　
ど
れ
だ
け
防
災
教
育
を
し
て

い
た
と
し
て
も
、実
際
に
大
き
な
揺
れ

を
感
じ
て
し
ま
っ
た
ら
、避
難
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
心
理
、態
度
、行

動
が
飛
ん
で
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、学

校
で
は
教
員
の
役
割
が
重
要
に
な
り

ま
す
。子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災
教
育
だ

け
で
は
な
く
、教
員
が
ど
う
避
難
誘

導
す
る
か
と
い
っ
た
、避
難
対
応
を
含

め
た
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
て
お

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

社
会
や
地
域
で

求
め
ら
れ
る

防
災
対
策
に
着
目
を

井
上　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
、ス

ニ
ー
カ
ー
に
ズ
ボ
ン
、リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
と

い
う
被
災
者
ル
ッ
ク
で
大
阪
に
行
く

と
、皆
さ
ん
き
れ
い
な
格
好
を
し
て
普

通
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
に

行
っ
た
岩
手
で
は
、「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
?
」と
い
う
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
も
、一
切
な
く
な
っ

た
沿
岸
部
を
走
っ
て
支
援
物
資
を
届

け
、盛
岡
に
帰
っ
て
み
れ
ば
通
常
通
り

店
が
営
業
し
て
い
る
。個
人
の
意
識
の

差
で
す
ね
。災
害
を
覚
え
続
け
て
お

く
の
は
難
し
い
で
す
が
、自
然
災
害
は

必
ず
ま
た
起
こ
る
わ
け
で
す
か
ら
、赤

星
先
生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
経
験
を
引
き

継
ぐ
こ
と
や
、照
本
先
生
が
指
摘
さ

れ
た
何
を
伝
え
て
い
く
の
か
と
い
う

意
識
を
個
人
レ
ベ
ル
で
定
着
、継
続
さ

せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

照
本　
個
人
レ
ベ
ル
で
考
え
る
と
、ど

う
し
て
も
狭
く
な
り
が
ち
で
す
。あ
る

調
査
で
、ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
防

災
対
策
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
意
識

を
感
化
す
る
か
に
つ
い
て「
行
政
だ
け

で
は
で
き
な
い
の
で
個
人
で
、地
域
で

や
っ
て
く
だ
さ
い
」、「
防
災
対
策
は
地

域
貢
献
に
つ
な
が
る
の
で
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
」と
い
う
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、後
者
の
方
が

有
効
だ
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。個

人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
さ
ま
ざ
ま

で
一
般
論
で
く
く
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
よ
り
も
、社
会
あ
る
い
は

自
分
の
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
災

害
対
策
、防
災
対
策
は
何
な
の
か
に

着
目
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
私

の
意
見
で
す
。

井
上　
防
災
教
育
の
在
り
方
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

照
本　

小
学
生
へ
の
防
災
教
育
で

は
、ま
ず
地
域
を
守
る
た
め
に
は
ど

※8…ソーシャルキャピタル
社会関係資本と訳され、社会
や地域における人々の信頼関
係や結び付きを表す概念。

KG JOURNAL 23



う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
入
っ
て
、そ
の
た
め
に
自
分
は
何
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
考
え
る

手
法
を
採
っ
て
い
ま
す
。小
学
生
に
は

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
よ

う
な
能
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
大
学
生
の

場
合
は
、社
会
で
ど
の
よ
う
な
防
災

の
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
を
ま
ず
考
え
、そ
の
中
で
自
分

は
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

赤
星　
防
災
の
経
験
と
い
う
の
は
、日

本
が
国
際
的
に
何
ら
か
を
打
ち
出
す

こ
と
が
で
き
る
分
野
の
一
つ
で
す
。そ

う
考
え
た
と
き
に
、 “M

astery for 

S
ervice”

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
人
を
送
り
出
す
こ

と
を
使
命
と
し
て
い
る
関
西
学
院
大

学
と
し
て
は
、ま
ず
は
こ
の
身
近
な
防

災
の
分
野
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

支
援
の
形
や

復
旧・復
興
の
進
め
方
を

事
前
に
考
え
る

井
上　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
自
然
災
害

は
ま
す
ま
す
激
甚
化
し
、近
い
将
来
に

は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
も

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。最
後
に
、今
後

に
備
え
て
私
た
ち
が
考
え
る
べ
き
こ

と
、や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を
お
話
し

く
だ
さ
い
。

赤
星　
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、

職
場
や
学
校
な
ど
自
分
が
い
る
場
所

で
ど
う
い
う
支
援
の
形
を
つ
く
っ
て

い
く
の
か
、普
段
か
ら
あ
る
程
度
用

意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。そ

の
上
で
、被
災
者
の
生
命
と
尊
厳
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
ね
。日
本
の
社
会
は
良
く
も
悪

く
も
同
質
性
や
協
調
性
を
大
切
に

す
る
社
会
で
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ
今

の
避
難
所
の
運
営
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
も
言
え
ま
す
。支
援
を
す
る
側

は
、「
こ
の
く
ら
い
我
慢
す
べ
き
」「
支

援
を
受
け
ら
れ
る
だ
け
い
い
じ
ゃ
な
い

か
」と
考
え
る
の
で
は
な
く
、被
災
し

た
人
た
ち
に
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
が

あ
り
、多
様
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と

を
意
識
し
、一
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、支
援
を
受
け

る
方
も
、自
分
が
抱
え
て
い
る
問
題

や
感
じ
た
違
和
感
な
ど
思
っ
て
い
る

こ
と
を
表
明
す
る
。そ
う
い
う
関
係

性
を
意
識
し
て
お
け
ば
、ど
こ
で
支

援
が
必
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
対
応

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

井
上　
被
災
者
の
側
に
立
っ
て
み
る

と
、「
被
災
者
な
の
だ
か
ら
我
慢
す
れ

ば
い
い
で
し
ょ
」み
た
い
な
無
言
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。で
も
、人
間
と
し
て
の
尊
厳
を

守
る
た
め
に
は
、被
災
者
か
ら
声
を
上

げ
る
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。

照
本　
災
害
後
、ど
う
い
う
ふ
う
に

復
旧
・
復
興
を
進
め
て
い
く
べ
き
な
の

か
、地
域
で
事
前
に
考
え
て
お
い
て

ほ
し
い
で
す
。一
つ
目
の
理
由
と
し
て
、

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
ス

ム
ー
ズ
に
事
を
進
め
ら
れ
ま
す
。二
つ

目
に
は
、考
え
る
過
程
で
、防
災
の
機

能
で
こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
な
の
か
な
ど

重
要
な
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
ま
す
。三

つ
目
に
は
、そ
の
地
域
が
成
り
立
っ

て
い
る
基
盤
、地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
い
う
も
の
も
話
し
合
い
の
中
で

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。事
前
の
防

災
対
策
と
し
て
、大
変
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

井
上　
起
こ
っ
て
か
ら
考
え
る
の
で

は
な
く
、起
こ
っ
た
と
き
の
た
め
に
前

も
っ
て
準
備
し
て
お
く
と
い
う
の
は
、

地
域
に
限
ら
ず
、個
人
で
も
会
社
で

も
、も
ち
ろ
ん
大
学
で
も
重
要
な
こ

と
で
す
ね
。ま
た
、防
災
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
、災
害
後
の
支
援
活
動

や
復
旧
・
復
興
活
動
に
お
い
て
も
、多

様
性
と
い
う
の
が
一
つ
の
鍵
な
の
か
な

と
感
じ
ま
し
た
。今
日
お
話
し
い
た
だ

い
た
こ
と
を
取
り
掛
か
り
に
、そ
れ
ぞ

れ
が
行
動
を
起
こ
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

T A L K  D E E P ～防災の継続と定着を考える～  

在学生
対象

関西学院大学緊急Twitterアカウント
関西学院大学では、2019年度より警報発令、
自然災害、交通機関の運行停止、遅延等で、当
日急遽、授業・定期試験等の開始時間変更や
休講・中止が発生した場合や、建物・施設が閉
館・開館した場合、Twitter社の提供するTwitter
を利用し、学生の皆さんに告知を行います。
※�司法研究科はホームページ、経営戦略研究科はパブリック

フォルダ・教学Webサービスで連絡します。

アカウント名：@KG_emginfo
←詳細はこちら
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初
心
者
も
一
緒
に

美
し
い
音
色
を
奏
で
る

　

1
9
1
7
年
の
創
部
か
ら
今
年
で
1
0
3

年
目
と
、1
世
紀
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
マ
ン

ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
。部
員
数
は
4
年
生
3
人
、3

年
生
7
人
、1
年
生
8
人
の
総
勢
18
人
。主
な

目
標
を
11
月
の
定
期
演
奏
会
に
据
え
、日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
音
楽
練
習
場

6
を
活
動
拠
点
に
、授
業
が
な
い
日
は
昼
か
ら
、

授
業
が
あ
る
日
は
放
課
後
に
マ
ン
ド
リ
ン
の
美

し
い
音
色
を
奏
で
て
い
ま
す
。少
人
数
な
が
ら

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
練
習
を

行
い
ま
す
。曲
の
中
に
は
難
し
い
も
の
も
あ
り
、

人
数
が
少
な
い
た
め
ソ
ロ
で
演
奏
す
る
パ
ー
ト

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
ン
ド
リ
ン
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
部
員

創部／1917年

部員／18人

部長／則
のり

皮
かわ

 早乃香

練習場所／西宮上ケ原キャンパス 新学生会館3階

　　　　　音楽練習場6

文化総部 マンドリンクラブ
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セルロイドなどの爪ではじいて
鳴らす弦楽器で、胴は半球形
で糸は2本ずつ4対あります。
大きさは非常にコンパクト。背
面はギターなどとは異なり少し
膨らんでいます。同属の楽器
は紀元前4世紀には既に存在
していました。

Pick up

全
員
で
音
を
奏
で
て
い
く
こ
と
で
す
。定
期
演

奏
会
で
は
一
人
で
も
多
く
の
部
員
が
演
奏
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
、先
輩
の
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
の
下
、初
心
者
の
部
員
も
し
っ
か
り
と
目
標

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
も
う
一
つ

の
魅
力
が「
ト
レ
モ
ロ
」で
す
。ト
レ
モ
ロ
は
イ
タ

リ
ア
語
で「
震
え
る
」意
味
で
、音
を
伸
ば
す
と

き
に
用
い
ら
れ
る
奏
法
で
す
。こ
の
奏
法
に
よ

り
、マ
ン
ド
リ
ン
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
特
徴
的
な

音
色
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
則
皮
早
乃
香
さ
ん（
法
学
部
3
年

生
）は「
サ
ー
ク
ル
は
ゆ
る
す
ぎ
て
嫌
だ
な
あ
、

で
も
部
活
は
き
つ
す
ぎ
て
い
や
だ
な
あ
と
い
う

方
に
お
薦
め
で
す
！
」と
話
し
ま
す
。初
心
者

で
も
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
マ
ン

ド
リ
ン
。大
学
で
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
人
は
、ぜ
ひ
門
を
た
た
い
て
み
て
は
。

マンドリン

昼休みの放送や番組制作などを行っている関西
学院大学唯一の放送団体・KGB総部放送局が、
多彩な課外活動を紹介します！
KGBの活動は
Twitter→https：//twitter.com/KGBbroadcast

KG CLUB by KGB
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関学カプセル…㊸

中学部の8人が国際教養大学の研修に参加
他校の生徒と交流し実りある学び

高等部ダンス部が全国大会出場
堂々とパフォーマンス

自分と向き合う5日間
中学部が青島キャンプを実施

　中学部の3年生8人が、8月27日（火）から3日間、秋田県の国際
教養大学（AIU）で開かれた第6回「AIU国内留学研修」に他校の生
徒たちと共に参加しました。「自分と社会の未来を想像/創造しよう！」
というテーマの下、グループご
とに未来社会に存在する可
能性のある仕事や職業につ
いて、研究と討論を重ね、最
終日に発表しました。生徒は、
AIU教員による講義も受ける
など、多くの学びを得ました。

　7月20日（土）、21日（日）に大阪府藤井寺市のパープルホールで開催
された「第9回全日本高等学校チームダンス選手権大会関西予選」に、
高等部ダンス部が出場し大編成部門で2位の成績を収めました。9月15
日（日）には、福岡県の北
九州メディアドームで開
かれた全国大会に出場。
全国の舞台でも普段の
練習の成果を存分に発
揮し、堂 と々したパフォー
マンスを披露しました。

　中学部は7月から8月にかけて、関西学院が所有する岡山県瀬戸内
市の無人島・青島において、4泊5日のキャンプを三つのグループに分
かれて実施しました。50年以上続く伝統あるキャンプで、生徒の自立・
共生の意識を高める
ことが主な目的です。
生徒たちは、大学生・
高校生リーダーおよ
び同級生と寝食を共
にしながら自分自身と
向き合いました。

写真は原田の森キャンパス時代の正門です。西宮上ケ原キャンパス移転後、
同窓生たちの献金により1930年に移設され、現在も大学院1号館前で学生
たちを見守っています。

原田の森キャンパスの正門

学院通信
Gakuin Tsushin

高等部数理科学部と大学生が
マレーシアで教員と教育博士にワークショップ

夏休みの自由研究を発表
初等部の理科の授業で

　高等部数理科学部の生徒たち6人と総合政策学部と理工学部の
学生2人が、マレーシアで現地の教員と教育博士12人を対象に、数学
的発見のプロセスやノウハウを伝えるワークショップを8月22日（木）に
開催しました。SEAMEO 
RECSAM（ASEANの理
数教育センター）の依頼で
2017年から始まり、今回
が3回目。ワークショップは、
卒業生の坂上正司さんの
寄付により実現しました。

　初等部の児童たちが、夏休み後の理科の授業で、それぞれの興
味を追った自由研究を発表しました。身近な人の手術をきっかけに

「白内障」について調べたり、1学期の授業で学んだメダカの誕生
から興味を持った自宅
の金魚について調べ
たりなど、研究内容はさ
まざまでした。児童たち
は、互いの研究発表を
楽しみながら興味深く
聞いていました。
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KGグルメ

春学期の大学卒業式と大学院学位記授与式を挙行
250人を送り出す

査読付き国際学会「JCDCG^3」
学部生と高等部生が発表

関西学院グリークラブが創部120周年
記念フェスティバルを開催

文系学生を対象にプログラミング講座
学生起業家の長安成暉さんが指導

　2019年度春学期の大学卒業式と大学院学位記授与式が9月17
日（火）、西宮上ケ原キャンパスの中央講堂であり、大学からは199人
が卒業、大学院からは修士学位記9人、専門職学位記40人、博士学
位記2人の学生を社会に
送り出しました。この中に
は、国際協力機構（JICA）
による「シリア平和への架
け橋・人材育成プロジェク
ト」で来日した3人のシリ
ア国籍の方も含まれます。

　日本で1997年から定期開催されている離散系数学の国際学
会「JCDCG^3 （Japan Conference on Discrete and Com-  
putational Geometry, Graphs, and Games）」の2019年の学会が
9月6日（金）から8日（日）まで東京理科大学で開かれ、関西学院から水
田和成さんと高野凌史さん（共に理工
学部3年生）、柏木麻理子さん（文学部
1年生）、村上聡さん（高等部2年生）
が参加し、発表しました。査読付きの国
際学会に学部生や高校生が参加し発
表することは非常に珍しく、快挙です。

　1899年に発足し、日本で最も長い歴史を持つ男声合唱団「関西
学院グリークラブ」が今年、創部120周年を迎え、9月29日（日）に西
宮上ケ原キャンパスの中央講堂で記念フェスティバルを開催しました。
　また今年は、グリークラブが代々歌い続けてきたクロアチアの愛国
歌「ウ・ボイ」の日本伝承100周年。旧チェコスロバキア軍の合唱隊
から楽譜を譲り受け、以来、グリークラブの特別な歌となりました。その
ようなつながりからフェスティバルには、クロアチアのドラジェン・フラス
ティッチ駐日大使や、チェコのマルチン・トムチョ駐日大使、スロバキア
大使館のユライ・ペトルシュカ参事官らも来場しました。
　記念ステージでは、中学部、高等部、ウィメンズの各グリークラブ、そ
してOB団体の新月会も出演し、「ウ・ボイ」を演奏しました。

　ロボットシステム開発事業などを手掛ける会社「X-mov Japan」
の代表取締役、長安成暉さん（商学部3年生）が、新規事業立ち上
げを目指す文系学生を対象に、プログラミング講座「KGプログラミン
グアカデミー」を9月21日（土）、22日（日）に開きました。参加した学
生たちは、ソフトバンク
株式会社の「Pepper」
も用いて、テクノロジー
を活用したアイデアの
立案から実現までの流
れを学びました。

がっつり食べたい！でも、さっぱりいきたい！そんな時にお薦めしたいのが、
この鶏竜田ゆず風味。揚げ物とは思えない爽やかなゆずの風味が口

に広がったかと思
えば、ジューシー
な鶏のうま味がす
ぐ後から追い掛け
てきます。食欲の
秋が深まる季節
にぴったりの一品
です。ぜひお試し
あれ。264円。

BIG PAPA（西宮上ケ原キャンパス） LUNCH BOX（神戸三田キャンパス）

鶏竜田ゆず風味
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高校生向けWebサイトがオープン！ 在学生と教員の「声」を通して魅力を発信

　高校生を対象に、関西学院大学の魅力を発信する「高校生特設サ
イト」が10月1日（火）にオープンしました。「関西学院大学でのマナビ
と、関学生のホンネ。」をコンセプトに、在学生や教員の「声」を通して、
関学のさまざまな魅力を発信していきます。全国から集まった学生のホ
ンネ、教員や卒業生からのメッセージ、留学プログラムや学部独自プロ
グラム、クラブやサークル、各キャンパスの魅力など、さまざまなコンテン
ツを公開しており、これからも随時更新していきます。ぜひサイトを訪れ
て関学の魅力を感じてください。

高校生特設サイト
https://whatfor.kwansei.ac.jp/

超高色純度の有機ELディスプレー用青色発光材料を開発
畠山琢次・理工学部教授らの研究チーム成果が「Nature Photonics」に掲載

　畠山琢次・理工学部教授とJNC株式会社の子会社であるJNC石油化学株式会社の共同研究チームは、量子ドッ
トやLEDを超える色純度を持つ有機ELディスプレー用青色発光材料の開発に成功しました。
　畠山教授らは、発光分子の適切な位置に二つのホウ素と四つの窒素を導入し、共鳴効果を重ね合わせることで、
発光スペクトルの広幅化の原因である伸縮振動の抑制に成功し、窒化ガリウム系LEDやカドミウム系量子ドットを超
える色純度を持つ有機系青色発光材料（ν-DABNA）の開発に成功しました。
　同研究チームは、2016年にν-DABNAのプロトタイプとしてDABNAの開発に成功しており、ハイエンドスマートフォ
ンの有機ELディスプレーに実用されています。今回開発したν-DABNAは、DABNAを大きく上回る色純度と発光効
率を示しており、有機ELディスプレーの高色域化、高輝度化、低消費電力化、ブルーライトの低減などが期待できます。
　本研究成果は、英国時間で2019年7月15日（月）午後4時（日本時間16日（火）午前0時）に英国科学誌「Nature 
Photonics」のオンライン速報版で公開されました。

「ハニカム型水素安全触媒」を開発
理工学部田中裕久研究室とダイハツ工業株式会社の研究グループ

　理工学部の田中裕久研究室とダイハツ工業株式会社の研究グループは、福島第一原発廃炉のプロセス
における課題の一つである水素安全の確立のため、自動車触媒を応用した実用性の高い「ハニカム型水素
安全触媒」を開発しました。
　ダイハツと関西学院大学は、国家的課題の解決に積極的に取り組み、国立研究開発法人日本原子力研
究開発機構と協力して、大型放射光施設 SPring-8 にて反応メカニズムを解析することにより開発を加速しま
した。触媒試作は、株式会社キャタラーと日本ガイシ株式会社の協力を得て、また、触媒改良の効果は、ドイツ・
ユーリッヒ研究所 （Forschungszentrum Juelich GmbH） の大スケール反応装置において実証しました。

※本研究開発は、福島第一原子力発電所の廃炉に向けた国家プロジェクトである「国家課題 対応型研究開発推進:英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業
（平成28〜30年度）」の枠組みにおいて、「廃炉加速化研究プログラム:廃棄物長期保管容器内に発生する可燃性ガスの濃度低減技術に関する研究開発（研究代表
者：長岡技術科学大学 高瀬和之教授）」の中で実施したものです。
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Present Question
naire

関学ジャーナルのアンケートにご協力くださ
い。ご協力いただいた方の中から抽選で6名様
に「カラーマグカップ（白、ネイビーのいずれか
一つ）」（直径約8㌢、高さ約9㌢）をプレゼント
します。右記QRコードからアンケートにお答え
ください。締め切りは2019年12月13日（金）。
当選は発送をもってかえさせていただきます。

※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの発送以外では利用いたしません。

パソコン
URL ↓

https://www.
kwansei.ac.jp/kgj/

日本留学AWARDS2019
私立大学文科系部門（西）で3回目の大賞

　関西学院大学はこのたび、「日本留学AWARDS2019（一般
財団法人日本語教育振興協会、日本語学校教育研究大会主
催）」の私立大学文科系部門（西）で3回目の大賞を受賞しました。
　「日本留学AWARDS」は、日本留学を志す外国人留学生の環
境整備に貢献することを目的に2012年に始まりました。全国の日
本語学校の教職員を対象とし、留学生に薦めたい大学・専門学校
を調査したアンケートの結果、大学文科系・理工系、大学院など部
門ごとに、多くの教職員の支持を集めた東西地域の上位校が選出
されます。
　関西学院大学はこれまで、2013年に入賞、2014年に大賞と
大学院部門の入賞、2017年に入賞、2018年に大賞を受賞しま
した。

秋学期に関西学院大学で学ぶ海外協定大学からの交換留学生が来日。9月
10日（火）に関西学院会館でホストファミリーとの顔合わせがあり、11日（水）に
は食堂BIG MAMAでウェルカムランチが開かれました。交換留学生たちは、これ
から始まる関西学院大学での生活に「日本語や日本文化など、多くを吸収した
い」と意気込んでいました。2019年秋学期の交換留学生は31カ国の183人。
2018年秋学期の148人に比べ35人増えました（2019年春学期は113人）。

交換留学生183人が来日
関西学院大学での新たな生活に期待

関西学院大学では、交換留学生を受け入れていただけるホストファ
ミリーを募集しています。詳細は下記のリンクからご確認ください。

関西学院大学での
ホストファミリーについて

国際教育・協力センター
ホームページ

【YouTube動画】
交換留学生と

ホストファミリーの声①

【YouTube動画】
交換留学生と

ホストファミリーの声②

読者アンケート
&

プレゼント

スマートフォン

学院通信
Gakuin Tsushin
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順位 貸出回数 タイトル

1位 16回

『「からだ」と「ことば」のレッスン』／竹内 敏晴 著（講談社）1990年
『いま哲学とはなにか』／岩田 靖夫 著（岩波書店）2008年
『演劇入門』／平田 オリザ 著（講談社）1998年
『黒猫／モルグ街の殺人 他6編』／ポー 著 ： 小川 高義 訳（光文社）2006年
『手紙』／東野 圭吾 著（文藝春秋）2006年

6位 15回
『パラレルワールド・ラブストーリー』／東野 圭吾 著（講談社）1998年
『花の鎖』／湊 かなえ 著（文藝春秋）2013年
『悲しき酒場の唄』／カーソン・マッカラーズ 著 ： 西田 実 訳（白水社）1992年

9位 14回
『AI(人工知能)まるわかり』／古明地 正俊、長谷 佳明 著（日本経済新聞出版社）2017年
『スロウハイツの神様』上／辻村 深月 著（講談社）2010年
『リバース』／湊 かなえ 著（講談社）2017年

12位 13回

『オタクはすでに死んでいる』／岡田 斗司夫 著（新潮社）2008年
『きらきらひかる』／江國 香織 著（新潮社）1994年
『データ分析の力　因果関係に迫る思考法』／伊藤 公一朗 著（光文社）2017年
『ブラック奨学金』／今野 晴貴 著（文藝春秋）2017年
『私が彼を殺した』／東野 圭吾 著（講談社）2002年
『人間失格』／太宰 治 著（新潮社）2006年
『星の王子さま』／ サン=テグジュペリ作 ： 内藤 濯 訳（岩波書店）2017年
『戦争は女の顔をしていない』／スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチ 著 ： 三浦 みどり 訳
（岩波書店）2016年
『放課後』／東野 圭吾 著（講談社）1988年

順位 貸出回数 タイトル

1位 15回 『超バカの壁』／養老 孟司 著（新潮社）2006年

2位 14回
『「かわいい」論』／四方田 犬彦 著（筑摩書房）2006年
『グリム童話ーメルヘンの深層』／鈴木 晶 著（講談社）1991年
『続日本紀（中）全現代語訳』／宇治谷 孟 訳（講談社）1992年

5位 13回
『キャラ化するニッポン』／相原 博之 著（講談社）2007年
『こころ』／夏目 漱石 作（岩波書店）2002年
『人は見た目が9割』／竹内 一郎 著（新潮社）2005年

8位 12回

『ジャポニスム　印象派と浮世絵の周辺 』／大島 清次 著（講談社）1992年
『バカの壁』／養老 孟司 著（新潮社）2003年
『高慢と偏見』上／ジェーン・オースティン 作 ： 富田 彬 訳（岩波書店）1994年
『生きる意味』／上田 紀行 著（岩波書店）2005年

12位 11回

『NHK－問われる公共放送』／松田 浩 著（岩波書店）2005年
『ダブリンの市民』／ジョイス 作 ： 結城 英雄 訳（岩波書店）2004年
『つっこみ力』／パオロ・マッツァリーノ 著（筑摩書房）2007年
『ディズニーの魔法』／有馬 哲夫 著（新潮社）2003年
『漢帝国と辺境社会－長城の風景』／籾山 明 著（中央公論新社）1999年
『現代若者ことば考』／米川 明彦 著（丸善）1996年
『斜陽 他一篇』／太宰 治 作（岩波書店）1988年
『動物化するポストモダン　オタクから見た日本社会』／東 浩紀 著（講談社）2001年

2018年度貸し出しランキング

2008年度貸し出しランキング

今人気の、東野圭吾さん
の作品が4冊、湊かなえさ
んの作品が2冊ランクイン。
その時々の人気作家の作
品や時代に沿った注目ワー
ドが含まれる本が比較的よ
く読まれているのが分かり
ます。一方で、『星の王子さ
ま』や太宰治作品などの名
著が、今も変わらず学生の
関心を集めているようです。

皆さんの記憶に残っている
タイトルの本、読んだこと
がある本、「もう10年以上
も前なのか！」と思う本が幾
つかあるのではないでしょ
うか。当時人気だった本を
今読み返すことで新たな発
見があるかもしれません。

こうしてランキングで見る
と、読みたい本や読んで
みたかった本が改めて見
つかったのではないでしょ
うか。各キャンパスの図書
館では、学部生は14日間
本を借りることができます。
テーマ別の図書・資料の展
示も行っているので、読み
たい本や資料がきっと見つ
かるはずです。ぜひ積極的
に活用して、充実した読書
の秋を過ごしてください。

数字でみる関学

新書・文庫 貸し出しランキング

各キャンパスの大学図書館には数多くの図書・資料が所蔵されており、多くの利用者が貸出サ

ービスを活用しています。学生たちはどのような本を借りているのでしょうか。昨年度と10年前の

2008年度に西宮上ケ原キャンパス大学図書館で学生が借りた新書・文庫ランキングを調べました。
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Master's Candidate at Technical University of Munich

（2018年商学部卒）
入山 竜之介さん

世界の街角から

協定校紹介

Federal Republic
of Germany

世界は思ったより狭く、偶然という名の必然でできている

ヴュルツブルク大学　University of Würzburg

International Tutorとして、留学生とハイキング（Garmisch-Partenkirchenから見えるアルプス） 26カ国・約90人のクラスメイトと
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声
」→

　ヴュルツブルク大学は、フランケンワインと大司教の宮殿「レジデンツ」で有名な
バイエルン州ヴュルツブルク市に、1402年に設立されたドイツで4番目に古い総
合大学です。ヨーロッパの研究大学連合であるコインブラ・グループのメンバーで、
多数のノーベル賞受賞者を輩出。とりわけ医学部と経済学部の評価が高いのが
特徴です。日本でなじみの深い江戸時代の医者・博物学者のフィリップ・フランツ・
フォン・シーボルトの出身校でもあります。
　関西学院大学は、同大学の商・経営・経済学部と2019年2月に学生交換協定
を締結し、2020年度から学生交換を本格的に開始します。なお、関西学院大学は
ドイツの10大学と協定を締結し交換留学、短期ドイツ語研修、ドイツ語中期留学、
EUフィールドワーク等を実施しています。2018年度には合計67人の学生が留学
するなど、ドイツの大学は留学先として人気を集めています。
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中級フランス語
冠詞の謎を解く

小田涼 文学部教授 著
白水社

中近世武家菩提寺の研究
早島大祐 文学部教授 編

小さ子社

アメリカ文学との邂逅
チャールズ・ブコウスキー

スタイルとしての無防備
坂根隆広 文学部准教授 著

三修社

日本語教育はどこへ向かうのか
移民時代の政策を動かすために

牲川波都季 総合政策学部准教授 編著
寺沢拓敬 社会学部准教授 著

くろしお出版

文化人類学と現代民俗学
桑山敬己 社会学部教授 著
島村恭則 社会学部教授 著

鈴木慎一郎 社会学部教授 著
風響社

自治体財政健全化法の
しくみと運営

制度の詳解と運用のポイントがわかる
小西砂千夫 人間福祉学部教授 著

学陽書房

喪失学
「ロス後」をどう生きるか?

坂口幸弘 人間福祉学部教授 著
光文社

監査報告の変革
欧州企業のKAM事例分析
林隆敏 商学部教授 編著

中央経済社

鈴木謙介 社会学部准教授 著　KADOKAWA
人工知能やロボットによる自動化で仕事が失われることが危惧されてい
る時代。本書はそうした俗説の誤りを正しつつ、そこに存在する真のリス
クや現代における個人主義的な傾向を指摘し、これからの社会で必要と
なる「協働」の価値について説いています。協働とは、必ずしも何かに秀
でているわけではない普通の人たちが、自分にできることを持ち寄って協
力し合う関係のこと。将来について考える学生にお薦めの一冊です。

未来を生きるスキル

　西宮上ケ原キャンパス大学図書館3階の「Books on Japan」コーナーに、英語版の

日本のコミック113冊を追加しました。語学学習に使うのはもちろん、日本語独特の表現

をどのように翻訳しているのか、そこに注目して楽しむのもおススメです。

　2015年に設置したこのコーナーには、現代日本の経済、社会、文化、風習などにつ

いて英語で書かれた図書を約650冊並べています。他にも、世界無形文化遺産に登録

された和食のレシピ、京都など観光地のガイドブックがあります。関西学院大学に在学

中の留学生はもちろん、英語に興味のある人や留学を予定している人に役立つ図書が

きっとあるはずです。貸し出しも可能ですので、積極的にご利用ください！

「Books on Japan」コーナーを
リニューアルしました！

大学図書館ホームページ
https://library.kwansei.ac.jp/

西宮上ケ原キャンパス大学図書館3階 Books on Japanコーナー

libraring

@KG_Lib

教 職 員 の 新 刊

大学図書館ホームページでは、開館日・閉館時間、
図書館のニュースの確認やOPAC、Webデータ
ベースなどの情報検索ツールを使うことができます。

※本データは、これらの書籍が刊行された当時のものです。 ※これらの図書の多くは、大学図書館で貸し出しています。

大 学 図 書 館 の 旬 な 情 報 を お 届 け
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聖書に聞く

院長 　舟木　讓

イ
エ
ス
が
生
前
交
わ
っ
た

人
々
の
多
く
が
、当
時

の
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、社

会
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
人
々

で
し
た
。今
回
の
聖
書
箇
所
で

は
、「
罪
人
」「
徴
税
人
」と
い
う

「
負
」の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

た
人
々
と
イ
エ
ス
が
食
事
を
共

に
す
る
こ
と
に
対
す
る
疑
義

が
、当
時
の
ユ
ダ
ヤ
社
会
に
お
け

る「
物
差
し
」で
あ
っ
た
律
法
学

者
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

指
摘
の
背
後
に
は
、私
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ「
私
に
し
か
な
い
」多

様
な
物
語
を
紡
い
で
い
る
現
実

を
無
視
し
、社
会
的
な
立
場
や

犯
し
た
過
ち
等
に
対
し
て
雑
把

な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、類
型
化
す

る
こ
と
を
良
し
と
す
る
思
い
が

存
在
し
ま
す
。現
在
も「
外
国

人
」「
難
民
」「
移
民
」等
々
の
レ

ッ
テ
ル
を
貼
り
、短
絡
的
な「
同

質
性
」が
持
つ「
豊
か
さ
」の
み

が
強
調
さ
れ
、そ
の
傾
向
が
ま

す
ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
と
は
異
な
る
人
生
を
送

り
、さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
紡
い

で
き
た
人
々
と
交
わ
る
機
会
を

排
除
し
、「
同
質
」な
考
え
方
を

す
る
人
々
と
の
み
交
わ
る
こ
と

は
、社
会
に
安
心
を
も
た
ら
す

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

私
た
ち
は
、た
と
え
家
族
で
も

誰
一
人
同
じ
人
は
お
ら
ず
、独

自
の
物
語
を
持
っ
て
い
る
、と
い

う
の
が
当
た
り
前
の
現
実
で
す
。

そ
の
違
い
に
優
劣
は
な
く
、お

互
い
の
物
語
を
認
め
な
い
と
き
、

社
会
が
い
か
に
残
酷
な
も
の
に

な
る
か
は
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
で

明
ら
か
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
紡

い
で
い
る
物
語
が
互
い
に
尊
重

さ
れ
る
社
会
は
、「
私
に
し
か
な

い
」物
語
が
大
切
に
さ
れ
る
社

会
で
あ
る
こ
と
に
、今
改
め
て

気
付
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ファリサイ派の律法学者は、
イエスが罪人や徴税人と一緒に食事をされるのを見て、
弟子たちに、「どうして彼は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と言った。
マルコによる福音書　2章16節

今号の特集では、原田の森
キャンパスがあった神戸市灘
区の王子動物園周辺を舟木
院長と学生と訪れました。院長
の解説を聞きながら、関西学
院発祥の地を巡る贅沢な時
間…。皆さんも神戸に行く際は
ぜひ、本誌を旅のお供に原田
の森キャンパス跡地を巡り、歴
史を感じてみてください！（りょ）

編集後記

Kwansei Grand Challenge 2039
関西学院は、創立150周年を迎える2039年を見据え、関西学院
のありたい姿・あるべき姿を示した「超長期ビジョン」と、それを実現す
るための前半10年間（2018－2027年）の方向性を示した「長期
戦略」からなる将来構想「Kwansei Grand Challenge 2039」を
2018年に策定しました。現在は、これに基づく「中期総合経営計
画」で、さまざまな施策が進んでいます。
詳細は下記Webサイトをご覧ください。
https://kgc2039.jp/

関西学院大学 Instagram
関西学院大学のキャンパスや
授業風景、学生の活動の様子
など、さまざまな瞬間を写真や動
画で紹介！友達が出ているかも。

アカウント名／kwanseigakuinuniversity

♥
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